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パーク街
フランスからカラフルな動物彫刻が、NY に春の足音を立ててやってきた。（18 日午後２時過ぎ、写真・三浦良一）

彫刻の動物園

　

ソ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
Ｊ

Ｙ
Ｐ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に

よ
る
合
同
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

﹁N
izi Project

﹂︵
ニ
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
︶の
シ
ー
ズ
ン
２﹁
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ボ
ー
イ
ズ
・
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
﹂
の
一
時
審
査
が

４
月
15
日
︵
金
︶、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
マ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ッ
ト
・

ザ
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
で
開
催
さ
れ
る
。

　

ニ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ー

ズ
ン
１
で
は
女
性
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
、N

iziU

︵
ニ
ジ
ュ

ー
︶
が
結
成
さ
れ
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
た
。
今
回
は
男
性
が
対

象
で
﹁
ボ
ー
カ
ル
部
門
﹂﹁
ダ

ン
ス
部
門
﹂﹁
モ
デ
ル
部
門
﹂

﹁
ラ
ッ
プ
部
門
﹂﹁
作
詞
･
作
曲

部
門
﹂
の
計
５
部
門
で
エ
ン
ト

リ
ー
を
受
け
付
け
て
い
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

niziproject.com

ま
で
。
応

募
締
め
切
り
は
２
月
28
日︵
月
︶

午
後
５
時
だ
が
、
会
場
で
の
当

日
参
加
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　

シ
ー
ズ
ン
２
の
一
次
審
査
の

会
場
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ほ
か

日
本
国
内
８
都
市
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
、
韓
国
ソ
ウ
ル
の
計
11
カ

所
。
シ
ー
ズ
ン
１
の
米
国
で
の

一
次
審
査
会
場
は
ハ
ワ
イ
と
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
だ
っ
た
が
、
今
回

ハ
ワ
イ
に
か
わ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
は
４
月
17
日︵
日
︶

に
ロ
ウ
ズ
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
る
。

　

応
募
資
格
は
①
２
０
２
３
年

３
月
中
学
校
卒
業
予
定
の
男
性

で
、
各
地
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
締

め
切
り
時
点
に
お
い
て
満
23
歳

ま
で
の
男
性
②
国
籍
不
問
。
少

し
で
も
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
人
③
１
次

審
査
以
降
の
審
査
に
参
加
で
き

る
人
④
審
査
過
程
に
お
い
て
、

テ
レ
ビ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
そ
の
他
メ

デ
ィ
ア
に
出
演
が
可
能
な
人
⑤

メ
ン
バ
ー
候
補
生
に
選
ば
れ
た

人
は
日
本
・
韓
国
に
て
育
成
合

宿
に
参
加
可
能
な
人
⑥
特
定
の

芸
能
事
務
所
や
レ
コ
ー
ド
会

社
、
音
楽
出
版
社
な
ど
に
所
属

が
な
い
こ
と
。

　

Ｊ
Ｙ
Ｐ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
の
代
表
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

J.Y
.Park

︵
パ
ク
・
ジ
ニ
ョ
ン
︶

氏
は
﹁
３
月
と
４
月
に
皆
さ
ん

の
も
と
へ
会
い
に
行
く
の
で
、

ア
イ
ド
ル
を
夢
見
る
す
べ
て
の

男
子
の
皆
さ
ん
は
、
躊
躇
せ
ず

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
実

力
よ
り
可
能
性
を
見
る
の
で
、

心
配
し
な
い
で
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
﹂
と
語
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
外
務
省
が
実
施
し
て

い
る
海
外
在
留
邦
人
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
医
療
相
談
及
び
精
神
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
が
２
月
１
日
の
開
始
以

降
、
申
込
み
が
殺
到
し
、
対
応

ま
で
待
た
さ
れ
る
事
態
が
発
生

し
た
。
こ
の
た
め
外
務
省
で
は　

予
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善
や
対
応

す
る
医
師
を
増
強
し
、
現
在
は

待
ち
時
間
が
改
善
さ
れ
て
い

る
。
在
米
日
本
大
使
館
が
22
日

発
表
し
た
。
た
だ
し
、
心
療
内

科
に
つ
い
て
は
、
特
に
多
く
申

し
込
み
が
あ
る
た
め
、
引
き
続

き
日
程
調
整
に
時
間
を
必
要
と

す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
日

本
人
専
門
医
が
20
分
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

面
談
形
式
で
医
療
相
談
に
答
え

る
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら

で
も
、
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ

ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
医
療
相
談
が
で
き
る
。
詳

細
は
予
約
サ
イ
ト　

https://
doctorfellow

.net/M
O

FA

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
よ
り
南
側
に

位
置
す
る
一
帯
、
マ
レ
ー
ヒ
ル
地
区
の
パ

ー
ク
街
で
は
初
と
な
る
ア
ー
ト
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
街
ゆ
く
市
民
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
イ
ド
リ
ス
Ｂ
の
も
の
で
、
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
・
レ
ッ
ク
ス
の
レ
ク
サ
ー
、

ゴ
リ
ラ
の
モ
ジ
ョ
、
ベ
ア
の
バ
ル
ー
、
マ

ン
モ
ス
の
マ
ニ
ー
な
ど
色
鮮
や
か
な
動
物

彫
刻
が
中
央
分
離
帯
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　

デ
ィ
オ
ー
ル
、
モ
ン
ク
レ
ー
ル
、
コ
ー

チ
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ウ
ィ

ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
制
作
を
し
て
い

た
イ
ド
リ
ス
が
、
日
本
の
折
り
紙
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
作
り
始
め
た

と
い
う
多
角
形
の
動
物
彫
刻
。
ド
バ
イ
、

ア
ブ
ダ
ビ
で
の
展
示
に
続
い
て
、
初
の
Ｎ

Ｙ
展
と
な
る
。
来
年
２
月
ま
で
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　︵
18
面
に
関
連
記
事
︶　
　　
　
　

折
り
紙
が
創
作
の
原
点

ソ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
Ｊ
Ｙ
Ｐ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ア
イ
ド
ル
男
子
求
ム
！

米
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

海
外
邦
人
か
ら
医
療
相
談
殺
到

外
務
省
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
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豚
バ
ラ
肉
の
柔
ら
か

ト
ロ
ト
ロ
煮
込
み(

角
煮
︶

豚
バ
ラ
肉
の
ロ
ー
ス
ト

エ
ス
ニ
ッ
ク
ス
パ
イ
ス
Ｂ
Ｂ
Ｑ

豚
バ
ラ
肉
と
お
漬
物
の

魯
肉
飯(

ル
ー
ロ
ー
飯)

材料 4 人分
豚バラ肉 ..............600g
お好みで季節のお野菜

..............................適量

調味料〈Ａ〉

水 ...............２リットル

醤油 ................... 100cc
グラニュー糖 .......100g

材料 ４人分
豚バラ肉 .............400g
冬菜 ......................60g 
 ( 高菜の漬物でもよい）
サラダ油 .......... 大匙２
茹で卵 ..................４個
白ご飯 ..................適量
調味料　〈A〉
おろしニンニク小匙２

おろし生姜 ....... 小匙３
調味料〈B〉
酒 .....................大匙３
市販チキンスープ ..800cc
グラニュー糖 ... 大匙２
胡椒 .....................少々
八角（あれば）
調味料〈C〉
胡麻油 .............. 大匙２

材料 ４人分

豚バラ肉
...........................400g 

（1.5 センチ位に
スライス）
塩 ........................少々

調味料　〈A〉
おろしニンニク ...20g
砂糖 .....................20g
酒 .........................50g
醤油 .....................50g
オイスターソース 50g
カレー粉 ..............15g
ブラックペッパー ２g

︻
作
り
方
︼

① 

鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
を

沸
か
し
、
豚
肉
を
塊
の
ま
ま
入

れ
、
約
40
分
ゆ
で
る
。
箸
な
ど

を
さ
し
て
み
て
、
透
明
の
汁
が

出
て
き
た
ら
茹
で
あ
が
り
。

② 

①
を
カ
ッ
ト
す
る
。
︵
煮
込

む
と
縮
む
の
で
、
少
し
大
き
目

に
切
っ
て
お
く
︶

③ 

鍋
に
︿
Ａ
﹀
入
れ
、
②
の

豚
肉
を
入
れ
強
火
、
全
体
が
沸

き
始
め
て
き
た
ら
中
火
で
約
１

〜
１
・
５
時
間
煮
込
む
。
水
分

の
蒸
発
を
防
ぐ
た
め
、
ア
ル
ミ

ホ
イ
ル
な
ど
で
落
と
し
ぶ
た
を

す
る
。
豚
肉
が
柔
ら
か
く
な
っ

た
ら
、
強
火
に
し
て
煮
詰
め
、

照
り
を
出
し
て
仕
上
げ
る
。

④ 

③
を
お
皿
に
盛
り
つ
け
、

お
好
み
の
旬
野
菜
を
添
え
て
完

成
。
ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
そ
う
。

︻
作
り
方
︼

① 

材
料
の
豚
バ
ラ
肉
に
味
を

し
み
込
ま
せ
る
為
に
フ
ォ
ー
ク

で
両
面
穴
を
あ
け
、
軽
く
全
体

に
塩
を
ふ
り
、下
味
を
つ
け
る
。

② 

調
味
料
︿
Ａ
﹀
を
全
て
混

ぜ
合
わ
せ
る
。
③ 

ビ
ニ
ー
ル

袋
に
豚
バ
ラ
肉
と
、
2
の
合
わ

せ
調
味
料
を
入
れ
全
体
に
味
が

絡
む
よ
う
に
も
み
込
み
、
丸

一
日
冷
蔵
庫
で
漬
け
込
む
④ 

３
８
０
Ｆ
オ
ー
ブ
ン
で
片
面
10

分
、
裏
返
し
更
に
15
分
焼
き
仕

上
げ
る
。
⑤ 

④
を
一
口
大
に

カ
ッ
ト
し
盛
り
つ
け
、
お
好
み

で
ハ
ー
ブ
系
の
お
野
菜
を
添
え

完
成
。
香
辛
料
が
効
い
て
い
て

エ
ス
ニ
ッ
ク
ム
ー
ド
満
点
。

︻
作
り
方
︼

① 

材
料
の
豚
バ
ラ
肉
は
５
ミ

リ
角
に
カ
ッ
ト
し
、
冬
菜
は
水

洗
い
し
、
よ
く
絞
っ
て
お
く
。

　

今
月
は
、
ハ
ン
ド
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
と
手
を
組
ん
で
﹁
博

多
ト
ン
ト
ン
﹂
を
復
活
さ
せ
た

名
人
シ
ェ
フ
、
萩
原
好
司
さ
ん

に
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の

豚
肉
料
理
３
品
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
す
。
現
在
、
改
装
中
の

た
め
﹁
居
酒
屋m

E
w

フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
﹂
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
博
多
ト
ン
ト
ン
を
営

業
中
。
夏
ま
で
に
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
西
35
丁
目
35
番
地
に
戻

っ
て
く
る
予
定
。﹁
栄
養
た
っ

ぷ
り
で
美
味
し
い
豚
肉
で
元
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
﹂
と
笑

顔
で
腕
を
振
る
っ
て
く
れ
た
。

豚
バ
ラ
肉
を
使
用
し
た
３
品
を
ご
紹
介
！

② 

鍋
に
①
の
豚
バ
ラ
の
み
を

入
れ
８
割
ほ
ど
炒
め
火
を
通

し
、
①
の
冬
菜
と
︿
Ａ
﹀
を
入

れ
香
り
が
出
る
ま
で
炒
め
る
。

③ 

②
を
︿
Ｂ
﹀
で
味
付
け
し

弱
火
で
30
分
ほ
ど
煮
込
む
。
途

中
20
分
ほ
ど
経
過
し
た
ら
、
茹

で
卵
を
鍋
に
入
れ
味
を
含
ま
せ

る
。
④ 

③
の
味
を
確
認
し
た

後
︿
Ｃ
﹀
で
香
り
を
つ
け
仕
上

げ
る
。
⑤ 

白
ご
飯
の
上
に
盛

り
込
み
、
お
好
み
で
旬
の
お
野

菜
を
添
え
て
完
成
。
モ
リ
モ
リ

と
食
べ
て
し
ま
い
そ
う
。
半
熟

茹
で
卵
が
絶
妙
に
合
う
。

HAKATA TONTON
@IZAKAYA MEW FLUSHING

146-13 Northern Blvd.
Flushing, NY 11354

347-506-0044

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service


　

ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
、

３
月
６
日
日
曜
日
、
米
国
東
部
時

間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、﹁
Ｆ

Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

　

当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、
日
本
で
Ｆ
Ｘ

に
つ
い
て
の
資
産
運
用
成
功
法
に

つ
い
て
数
々
の
後
援
実
績
を
持

つ
富
盛
祥
充
氏
を
講
師
に
迎
え
、

﹁
1
日
30
分
の
ス
キ
マ
時
間
で
年

利
30
％
以
上
を
生
涯
稼
げ
る
手

法
・
考
え
方
の
紹
介
﹂﹁
稼
ぐ
の

に
予
想
・
分
析
は
必
要
な
し
﹂﹁
面

倒
く
さ
い
銘
柄
選
び
や
業
績
分
析

は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ
で
勝
つ
た

め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
﹄

の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝
率
が
高

く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
3
ス
テ
ッ
プ
日

足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ
ォ
ロ
ー
﹄

と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用
い
た
﹃
習

慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂﹁
学

ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に
す

る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現

実
化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・

数
値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変

え
、
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂

﹁
誰
も
が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

３
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
し
て

年
利
20
％
〜
30
％
の
実
績
を
達
成

し
て
い
る
。

　

参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
進
呈
す

る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ・JCCI 共催 スペシャル・ウェビナー

 『アイビーリーグの入り方（最新動向） Part 2』
 

日時： 3 月 11 日（金）　7 〜 8 PM
 参加費： 無料
  （任意で医療従事者へのお弁当プロジェクトへ寄付）
 お申し込み： www.nipponclub.org （EVENTS のページ） 
 大 好 評 に つ き、 第 2 弾 を 開 催。 再 び、 作 家・ ジ ャ ー ナ

リ ス ト の 冷 泉 彰 彦 氏（ 写 真 ） を 講 師 に お 迎 え し ま す。
ぜひご参加ください。

■日本クラブ カルチャー講座 

 「いけばな池坊」 対面クラス 3 月開講

 野田典孝先生の「いけばな池坊 < 初級、中級、上級者向け
クラス >」の対面クラスを 3 月に開講いたします。

 3/4, 3/11, 3/18, 3/25 の 4 回コース。初心者の方も歓迎。
 講座詳細は www.nipponclub.org/culture でご覧ください。
 初めての方はまずＥメール（culture@nipponclub.org）で

お問い合わせください。

日本クラブでは随時会員を募集しています。
担当：内藤（hnaito@nipponclub.org）まで

お気軽にお問い合わせください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

冷泉彰彦氏

アッパーイーストサイドの検査所

　

日
本
の
入
国
制
限
が
緩
和
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
米
国
か
ら
の

一
時
帰
国
者
の
増
加
が
今
後
見

込
ま
れ
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
の
民
間
検
査
機
関
が
こ

の
ほ
ど
、
企
業
や
一
般
家
庭
へ

出
向
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
出
張
検
査

を
始
め
た
。
日
本
語
で
も
対
応

が
可
能
で
、
検
査
結
果
ま
で
１

時
間
、
帰
国
に
必
要
な
書
類
も

２
、
３
時
間
で
完
了
す
る
。
急

な
出
張
や
帰
国
で
日
本
へ
行
く

人
に
は
喜
ば
れ
そ
う
な
サ
ー
ビ

ス
だ
。

　

こ
の
出
張
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
始

め
た
の
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
と

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
検
査
所
を
構

え
る
ラ
ピ
ッ
ド
・
テ
ス
ト
Ｎ
Ｙ

Ｃ
で
、
こ
れ
ま
で
も
元
ヤ
ン
キ

ー
ス
の
有
名
野
球
選
手
や
大
物

俳
優
、
政
財
界
の
ト
ッ
プ
が
混

雑
を
避
け
て
出
張
訪
問
検
査
を

利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

こ
れ
を
一
般
に
も
提
供
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

日
本
入
国
に
必
要
な
所
定
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
の
作
成
、
検
査
か

ら
60
分
以
内
に
日
本
政
府
が
求

め
て
い
る
Ｒ
Ｔ-

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

証
明
書
を
発
行
す
る
。
急
な
帰

国
、
検
査
所
ま
で
出
向
く
時
間

が
な
い
人
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
な
ど
の
利

用
に
便
利
な
出
張
訪
問
検
査

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
と
近

郊
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の

一
部
で
行
う
。
日
本
語
の
電

話
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
だ
。
料

金
は
30
分
以
内
の
抗
原
検
査

２
５
０
ド
ル
、
60
分
以
内
の

Ｒ
Ｔ-

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
３
５
０
ド

ル
、
半
日
以
内
の
ラ
ボ
ベ
ー

ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
４
５
０
ド

ル
、
出
張
訪
問
料
金
は
別
途
で

４
０
０
ド
ル
か
ら
。(

距
離
に

よ
る)

。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
３
０
１
・
８
７
８
２
、

マ
ー
ク
さ
ん
。
検
査
会
場
直
接

の
予
約
は
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
︵
東

72
丁
目
１
５
０
番
地
、
電
話

９
１
７
・
６
３
９
・
３
０
６
０
︶、

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
︵
ラ
フ
ァ
イ
エ

ッ
ト
通
り
３
２
５
番
地
、
電
話

９
１
７
・
６
７
５
・
７
７
７
６
︶。

日
本
語
対
応
電
話
デ
ス
ク
電
話

９
１
７
・
４
９
９
・
９
８
９
３
、

依
田
さ
ん
。

　

詳
細
は
、
本
紙
今
週
号
９
面

の
広
告
を
参
照
。

Ｖ
Ｉ
Ｐ
対
応

日本帰国の PCR
出張訪問で検査します

結果まで 60 分、書類作成

　

医
療
英
語
学
習
サ
ー
ビ
ス
の

企
画
運
営
や
医
療
翻
訳
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
タ
ウ

リ
ス
︵
本
社
東
京
都
小
平
市
、

三
戸
崇
代
表
︶
は
、こ
の
ほ
ど
、

医
療
向
け
Ａ
Ｉ
通
訳
・
翻
訳
サ

ー
ビ
ス
﹁
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
〜
ｐ
ｏ
ｉ

ｎ
ｔ
〜
Ｒ
Ｔ
Ｉ
﹂
を
開
発
。
海

外
在
住
邦
人
に
向
け
提
供
を
開

始
し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る

さ
れ
た
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
高
精
度

な
自
動
翻
訳
と
音
声
認
識
・
音

声
合
成
に
よ
り
同
時
通
訳
に
近

い
形
で
の
通
訳
を
可
能
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
。
今
ま
で
蓄
積
し
た

医
療
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
タ
ウ

リ
ス
独
自
の
医
療
用
語
専
用
辞

書
を
搭
載
し
、
98
％
の
翻
訳
精

度
を
実
現
し
た
。
今
後
も
Ａ
Ｉ

の
自
己
学
習
と
辞
書
の
追
加
に

よ
り
、
更
に
精
度
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
と
い
う
。

　

音
声
‐
音
声
の
通
訳
に
加
え
、

音
声
‐
テ
キ
ス
ト
、
テ
キ
ス
ト

‐
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
機
能
も
搭

載
し
て
お
り
、
医
療
現
場
で
の

活
用
の
み
な
ら
ず
、
医
療
英
語

の
学
習
や
論
文
の
作
成
な
ど
幅

広
い
用
途
に
も
活
用
が
可
能
。

逆
に
英
語
か
ら
日
本
語
へ
の
医

療
用
語
の
通
訳
・
翻
訳
に
も
利

用
で
き
る
。
多
忙
で
語
学
学
習

時
間
が
十
分
取
れ
な
い
医
療
従

事
者
に
加
え
、
日
本
人
患
者
と

米
系
医
療
機
関
の
間
で
苦
労
が

絶
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
問
題
の
解
決
に
も
役
立
て
て

欲
し
い
と
い
う
。

　

詳

細

は
、https://m

edi-
point.tauris.jp/top/   

問

い
合
わ
せ
は
、info.tauris@

taurisjapan.com

医療用語ＡＩ翻訳システムを

海外在住邦人に提供開始

タ
ウ
リ
ス

医
療
現
場
を
想
定
し
、
医
者
と

患
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
を

使
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
。
新
開
発

医療英語

医療日本語

↓↑

mailto:villagewellusa@gmail.com
http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:culture@nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://medi-point.tauris.jp/top/
https://medi-point.tauris.jp/top/
https://medi-point.tauris.jp/top/
https://medi-point.tauris.jp/top/
https://medi-point.tauris.jp/top/
mailto:info.tauris@taurisjapan.com
https://shopnyseikatsu.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
民
主
党
は

23
、
24
の
両
日
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
ホ
テ
ル
で
州
党
大
会

を
開
催
す
る
。

　

本
大
会
に
は
民
主
党
の
高
官

や
ジ
ェ
イ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
委

員
長
が
参
加
し
、
上
院
議
員
、

州
知
事
、
副
知
事
候
補
が
指
名

さ
れ
る
。
候
補
者
は
少
な
く
と

も
25
％
の
投
票
ま
た
は
一
定
数

の
署
名
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
民
主
党
初
の
女
性
大
統
領

候
補
だ
っ
た
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ

ン
ト
ン
氏
が
24
日
︵
木
︶
の
正

午
に
基
調
講
演
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

州
共
和
党
は
2
月
28
日
と
3

月
1
日
に
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

で
大
会
を
行
う
予
定
。

Ｎ
Ｙ
州
民
主
党
大
会

ク
リ
ン
ト
ン
氏
演
説

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ズ
Ｎ
Ｙ

市
長
は
14
日
、
市
に
顕
著
な
貢

献
を
し
た
個
人
や
団
体
を
称

え
る
﹁K

ey to the C
ity of 

N
ew

 Y
ork

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
鍵
︶﹂
を
マ
イ
ケ
ル
・
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
元
市
長
に
授
与

し
た
。 

　

同
賞
は
、
１
７
０
２
年
に
当

時
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
レ
ン
チ

Ｎ
Ｙ
市
長
が
Ｎ
Ｙ
州
と
Ｎ
Ｊ
州

知
事
を
務
め
た
英
国
人
エ
ド
ワ

ー
ド
・
コ
ー
ン
ベ
リ
ー
子
爵
に

﹁F
reedom

 of the C
ity

﹂

を
授
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

１
８
０
０
年
代
半
ば
に
は
自
由

に
同
市
を
出
入
り
で
き
る
﹁
鍵
﹂

と
し
て
慣
習
的
に
授
与
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
現
代
で
は
、

同
市
に
偉
大
な
功
績
を
残
し
た

象
徴
と
し
て
、
実
際
は
使
え

な
い
が
﹁
同
市
庁
舎
の
裏
扉
の

鍵
﹂
と
さ
れ
る
大
き
な
透
明
の

鍵
が
記
念
と
し
て
与
え
ら
れ
て

い
る
。 

　

同
市
長
官
邸
の
グ
レ
イ
シ

ー
・
マ
ン
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
た

授
与
式
で
ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
、

２
０
０
２
〜
13
年
に
同
市
長
を

務
め
た
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
の

功
績
に
つ
い
て
﹁
慈
善
活
動
、

銃
規
制
の
強
化
な
ど
を
通
し

て
、
我
々
の
街
を
強
く
健
全
に

し
た
﹂
と
語
っ
た
。
近
年
で
は

19
年
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優

勝
し
た
米
国
女
子
サ
ッ
カ
ー
・

チ
ー
ム
や
、
昨
年
12
月
に
は
映

画
監
督
の
ス
パ
イ
ク
・
リ
ー
氏

が
受
賞
し
て
い
る
。 

Ｎ
Ｙ
市
の
鍵
授
与 

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
元
市
長
に

　

日
本
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
日
本
入
国
の
際
の
水
際

措
置
の
変
更
を
日
本
時
間
17
日

に
発
表
し
た
。

　

入
国
・
帰
国
者
の
待
機
期
間

等
の
変
更
は
次
の
通
り
。
︵
１
︶

日
本
入
国
後
７
日
間
の
自
宅
待

機
を
原
則
と
し
つ
つ
、
３
日
目

の
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
以
降
の
待
機
不
要
。

︵
２
︶
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
指
定

国
・
地
域
か
ら
の
入
国
・
帰
国

者
は
、
3
日
間
の
検
疫
所
長
の

指
定
す
る
宿
泊
施
設
で
の
待
機

が
必
要
。
︵
３
︶
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
指
定
国
・
地
域
か
ら
入
国

す
る
場
合
、
ワ
ク
チ
ン
３
回
接

種
済
み
の
人
は
３
日
間
の
施
設

待
機
の
代
わ
り
に
３
日
間
の
自

宅
待
機
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
指

定
地
域
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
、
イ
リ
ノ
イ
州
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
、
フ
ロ
リ
ダ
州
か
ら

の
入
国
・
帰
国
者
は
、
こ
れ
ま

で
検
疫
所
の
指
定
す
る
宿
泊
施

設
で
６
日
間
の
待
機
が
求
め
ら

れ
て
い
た
が
、
２
月
18
日
午
前

０
時
︵
日
本
時
間
︶
か
ら
は
３

日
間
待
機
に
変
更
と
な
り
、
入

国
後
３
日
目
に
検
査
を
受
け
、

検
査
に
お
い
て
陰
性
と
判
定
さ

れ
た
場
合
は
同
宿
泊
施
設
を
退

所
し
、
入
国
後
７
日
目
ま
で
の

間
、
自
宅
等
で
待
機
す
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp

s://w
w

w
.a

n
zen

.
m

o
fa.g

o
.jp

/in
fo

/p
cw

id
eareasp

ecificin
fo

_
2022C

016.htm
l

を
参
照
。

日
本
で
の
待
機
変
更

３
日
目
に
検
査

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
る
医
師
や
公

共
衛
生
専
門
家
、
擁
護
者
か
ら

成
る
組
織
Ｎ
Ｙ
Ｃ
テ
ス
ト
・
ア

ン
ド
・
ト
レ
ー
ス
︵
検
査
と
感

染
追
跡
︶・
コ
ー
プ
ス
は
14
日

か
ら
、
博
物
館
な
ど
の
文
化
施

設
14
か
所
と
公
共
図
書
館
の
14

分
館
で
自
宅
用
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
始
め

た
。
Ｎ
Ｙ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン 

、

ク
イ
ー
ン
ズ
公
共
図
書
館
は
公

式
の
声
明
で
﹁
コ
ロ
ナ
と
の
闘

い
で
重
要
な
尽
力
に
協
力
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
﹂
と

伝
え
た
。
米
自
然
史
博
物
館
、

Ｎ
Ｙ
市
立
博
物
館
、
ク
イ
ー
ン

ズ
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ガ
ー
デ

ン
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
美
術
館
、
ス

タ
テ
ン
島
動
物
園
な
ど
、
配
布

場
所
、
時
間
な
ど
の
詳
細
は

n
y

chealthan
dhospitals.

org

を
参
照
す
る
。
配
布
は
１

人
に
１
セ
ッ
ト
限
り
で
、
予
約

は
で
き
ず
先
着
順
と
な
っ
て
い

る
。 

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト 

博
物
館
や
図
書
館
で
配
布

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

中
で
、
本
国
に
帰
ら
ず
に
滞
在

資
格
を
延
ば
す
方
法
を
先
月
号

に
記
載
し
ま
し
た
。
帰
国
を
目

前
に
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性

に
な
っ
た
人
た
ち
が
米
国
で
滞

在
資
格
を
延
ば
す
方
法
で
し

た
。
日
本
で
の
隔
離
期
間
の
こ

と
を
懸
念
し
て
日
本
に
帰
国
せ

ず
に
滞
在
期
限
を
延
ば
し
た
い

方
々
も
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
質
問

形
式
で
説
明
い
た
し
ま
す
。

﹁
質
問
１
﹂

　

私
は
、
現
在
Ｅ-

２
ビ
ザ
で

就
労
し
て
お
り
ま
す
。
パ
ス
ポ

ー
ト
に
あ
る
ビ
ザ
自
体
は
ま
だ

有
効
期
限
が
あ
る
の
で
す
が
、

実
は
後
１
週
間
後
に
滞
在
期
限

が
切
れ
ま
す
。
現
在
仕
事
が
非

常
に
忙
し
く
、
１
週
間
ほ
ど
は

休
暇
が
と
れ
ま
す
が
、
日
本
に

帰
国
し
て
ま
た
入
国
す
る
と
い

う
手
続
き
を
と
り
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
に
行
か
ず
に
し
て

滞
在
期
限
を
延
長
す
る
方
法
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

﹁
返
答
１
﹂

　

日
本
で
の
隔
離
期
間
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
入
国
し
た
場
合
３
日

間
に
短
縮
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ

で
も
日
本
に
行
く
こ
と
で
拘
束

さ
れ
る
期
間
は
長
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
米
国
内
の
移
民
局
に

ビ
ザ
延
長
申
請
を
出
す
か
、
も

し
１
週
間
ほ
ど
休
暇
が
取
れ
る

の
で
し
た
ら
カ
ナ
ダ
か
メ
キ
シ

コ
に
行
か
れ
て
滞
在
期
限
を
伸

ば
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
日
本
か
ら
米

国
に
入
国
さ
れ
た
時
に
移
民
局

審
査
官
に
よ
っ
て
滞
在
期
限
を

示
す
Ｉ- 

94
と
い
う
デ
ー
タ
を

入
力
さ
れ
ま
す
が
、
米
国
を
出

国
し
て
、
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ

か
ら
の
入
国
者
に
は
こ
の
Ｉ- 

94
は
延
長
さ
れ
ま
せ
ん
。
パ
ス

ポ
ー
ト
に
は
米
国
へ
の
入
国
ス

タ
ン
プ
が
押
さ
れ
る
だ
け
で

す
。
ま
た
、
こ
の
方
法
が
取
れ

る
の
は
あ
く
ま
で
も
Ｅ-

２
ビ

ザ
の
有
効
期
限
が
残
っ
て
い
る

方
だ
け
で
す
。
そ
し
て
、
他
の

ビ
ザ
、
た
と
え
ば
Ｈ-

１
Ｂ
、

Ｌ
、
Ｏ
な
ど
の
ビ
ザ
の
方
々
は

カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
に
出
て
、

ま
た
入
国
し
て
滞
在
期
限
を
伸

ば
す
と
い
う
方
法
は
取
れ
ま
せ

ん
。
移
民
局
に
ビ
ザ
延
長
ま
た

は
更
新
申
請
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

﹁
質
問
２
﹂

　

私
は
Ｆ-

１
ビ
ザ
の
学
生
で

す
が
、
後
１
か
月
で
ビ
ザ
が
切

れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
米
国
で
勉

強
を
続
け
た
い
の
で
す
が
、
滞

在
期
限
を
延
ば
す
こ
と
は
可
能

で
す
か
？

﹁
返
答
２
﹂

　

Ｆ-

１
ビ
ザ
の
方
々
は
、
学

校
に
連
絡
し
て
期
限
を
延
ば
し

た
Ｉ- 

20
を
発
行
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
、
ビ
ザ
自
体
が
切
れ
て
も

米
国
に
滞
在
し
て
勉
強
を
続
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

﹁
質
問
３
﹂

　

私
は
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
︵
ビ
ザ
無
し

観
光
・
ま
た
は
短
期
出
張
︶
で

米
国
に
来
て
お
り
ま
す
。
90
日

間
の
滞
在
期
限
を
過
ぎ
て
も
米

国
に
留
ま
り
た
い
の
で
す
が
、

可
能
で
し
ょ
う
か
？

﹁
返
答
３
﹂

　

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
方
々
は
、
米
国

内
の
移
民
局
に
延
長
申
請
を
出

し
て
許
可
さ
れ
る
こ
と
は
コ
ロ

ナ
感
染
を
し
て
帰
国
で
き
な
い

な
ど
、
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
い

限
り
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

米
国
か
ら
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ

へ
の
片
道
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

て
、
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
に
到

着
し
て
か
ら
、
カ
ナ
ダ
や
メ
キ

シ
コ
か
ら
往
復
チ
ケ
ッ
ト
︵
た

と
え
ば
ト
ロ
ン
ト
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
ト
ロ
ン
ト
︶
購
入
し
て

米
国
に
入
国
す
る
方
法
を
取
れ

ば
ま
た
ビ
ザ
無
し
で
米
国
に
滞

在
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
許

可
さ
れ
た
90
日
の
滞
在
期
限
が

過
ぎ
、
カ
ナ
ダ
か
ら
米
国
に
入

国
し
た
場
合
は
、
カ
ナ
ダ
に
戻

り
、
そ
こ
か
ら
日
本
に
帰
国
す

る
と
い
う
方
法
を
取
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
︵
加
藤
恵
子
／
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

米
国
で
の
滞
在
期
限
を
延
ば
す
方
法

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
港
湾
警
察

が
州
外
か
ら
の
銃
の
持
ち
込
み

を
抑
え
る
た
め
に
無
作
為
で
荷

物
検
査
を
開
始
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

２
０
２
０
年
の
銃
乱
射
事
件
が

前
年
比
２
倍
の
１
５
３
１
件
あ

り
、
21
年
の
銃
撃
は
さ
ら
に
増

加
し
た
。

　

港
湾
局
は
こ
れ
ら
の
発
砲
事

件
に
使
用
さ
れ
た
銃
が
州
外
か

ら
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
、
今
回
の
荷
物
検
査
を

実
施
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
法
執
行
機
関
と
協
力
し

て
港
湾
管
理
所
や
バ
ス
、
駅
と

い
っ
た
州
の
入
口
地
点
で
実
施

す
る
。
取
り
組
み
開
始
の
日
程

に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
自
由
人
権
協

会
の
法
務
部
長
で
あ
る
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
・
ダ
ン
氏
は
﹁
個
人

的
疑
い
が
あ
る
人
に
の
み
検
査

を
行
う
べ
き
だ
﹂
と
述
べ
て
い

る
が
、
実
際
に
荷
物
検
査
を
受

け
た
者
は
﹁
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

強
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
安

心
し
た
﹂
と
話
し
た
。
ま
た
ア

ル
コ
ー
ル
・
タ
バ
コ
・
火
器
及

び
爆
発
物
取
締
局
の
ダ
リ
ル
・

マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
は
﹁
憲
法
保

護
上
で
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
﹂
と
支
持
を
示
し
た
。

州
外
か
ら
銃
持
ち
込
み
検
査

港
湾
警
察
が
強
化

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
下

鉄
・
バ
ス
を
管
理
運
営
す
る
Ｍ

Ｔ
Ａ
︵
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通

局
︶
が
、
貧
困
層
を
対
象
に
地

下
鉄
や
バ
ス
の
運
賃
が
半
額
に

な
る
割
引
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹁
フ
ェ
ア
フ
ェ
ア
Ｎ
Ｙ

Ｃ
﹂
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

フ
ェ
ア
フ
ェ
ア
Ｎ
Ｙ
Ｃ
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
と
デ
ブ
ラ

シ
オ
市
長
︵
当
時
︶
に
よ
っ

て
２
０
１
８
年
に
制
定
さ
れ

た
貧
困
者
対
策
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
前

の
２
０
１
９
年
１
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
。
連
邦
貧
困
ラ
イ

ン
︵
Ｆ
Ｐ
Ｌ
＝
単
身
者
で
年
収

１
万
３
５
９
０
ド
ル
、
４
人
家

族
で
同
２
万
７
７
５
０
ド
ル
︶

以
下
の
18
歳
か
ら
64
歳
の
人
を

対
象
に
し
た
も
の
で
７
日
間
と

30
日
間
の
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
パ
ス

が
半
額
と
な
る
︵
シ
ン
グ
ル

ラ
イ
ド
割
引
は
な
い
︶。
障
害

者
が
利
用
す
るA

ccess-A
-

R
ide

に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

現
在
利
用
し
て
い
る
人
は
約

26
万
５
０
０
０
人
。
コ
ロ
ナ
禍

が
収
束
に
向
か
い
経
済
が
再
開

す
る
な
か
人
手
不
足
の
業
種
も

多
く
な
っ
て
い
る
。
貧
困
者
の

負
担
軽
減
と
と
も
に
人
手
不
足

解
消
の
後
押
し
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
電
話
３
１
１
かnyc.

gov/accessfairfares 

メトロカード半額
MTA がキャンペーン

貧困層対象に 26 万人利用

http://www.nyseikatsu.com
http://www.iiicareer.com/
http://myriverside.net/home
nychealthandhospitals.org
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2022C016.html
nyc.gov/accessfairfares
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13
日
未
明
、
市
内
ク
リ
ス
テ

ィ
通
り
の
ア
パ
ー
ト
で
ア
ジ
ア

人
女
性
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

ユ
ナ
・
リ
ー
さ
ん
︵
35
︶
が
男

に
付
け
回
さ
れ
た
の
ち
、
自
室

バ
ス
タ
ブ
に
お
い
て
複
数
回
刃

物
で
刺
さ
れ
、
そ
の
後
死
亡
し

た
。
殺
人
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ

た
の
は
ア
サ
マ
ド
・
ナ
ッ
シ
ュ

容
疑
者
︵
25
︶
。
Ｎ
Ｙ
市
警
の

発
表
に
よ
る
と
、
ナ
ッ
シ
ュ
容

疑
者
は
軽
犯
罪
で
複
数
の
逮
捕

歴
が
あ
り
、
リ
ー
さ
ん
を
殺
害

し
た
あ
と
非
常
階
段
か
ら
逃
走

し
よ
う
と
し
た
が
Ｎ
Ｙ
市
警
の

警
官
に
目
撃
さ
れ
、
慌
て
て
室

内
に
逃
げ
戻
り
、
そ
の
後
ベ
ッ

ド
の
下
に
隠
れ
て
い
た
と
こ
ろ

を
逮
捕
さ
れ
た
。

　

殺
害
さ
れ
た
リ
ー
さ
ん
は
デ

ジ
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、

以
前
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

に
住
ん
で
い
た
。
ア
パ
ー
ト
の

大
家
は
﹁
こ
こ
に
住
み
始
め
た

の
は
ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
、
と

て
も
い
い
人
だ
っ
た
﹂
と
彼
女

の
死
を
悼
ん
だ
。
Ｎ
Ｙ
市
警
は

現
在
、
彼
女
の
死
が
ヘ
イ
ト
・

ク
ラ
イ
ム
に
よ
る
も
の
か
否
か

を
調
査
中
。
ま
た
エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ズ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
﹁
行
政

の
役
割
は
明
ら
か
だ
。
我
々
は

こ
う
い
っ
た
暴
力
を
決
し
て
見

逃
し
は
し
な
い
﹂
と
声
明
を
発

表
し
、
事
件
解
決
へ
の
姿
勢
を

強
調
し
た
。

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で

ア
ジ
ア
系
女
性
殺
害

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ア
ル
ス
タ

ー
郡
ソ
ー
ガ
テ
ィ
ー
ズ
で
14

日
、
民
家
の
階
段
下
に
あ
っ
た

隠
し
部
屋
か
ら
、
２
０
１
９
年

6
月
13
日
を
最
後
に
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
ペ
イ
ズ

リ
ー
・
シ
ャ
ル
テ
ィ
ス
ち
ゃ
ん

︵
6
︶
と
そ
の
実
の
母
親
が
、

警
察
の
家
宅
捜
索
で
、
と
も
に

生
存
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ

た
。
ペ
イ
ズ
リ
ー
ち
ゃ
ん
は
警

察
に
保
護
さ
れ
た
あ
と
医
療
班

の
も
と
で
診
察
を
受
け
た
が
、

健
康
状
態
に
異
常
は
な
い
。

　

警
察
は
、
ペ
イ
ズ
リ
ー
ち
ゃ

ん
と
隠
し
部
屋
の
中
に
い
た
実

の
母
親
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
ク
ー

パ
ー
容
疑
者
︵
33
︶
と
、
実
の

父
親
の
カ
ー
ク
・
シ
ャ
ル
テ
ィ

ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
容
疑
者
︵
32
︶

を
、
監
禁
・
誘
拐
の
容
疑
で
逮

捕
し
た
。
な
お
、
2
人
に
養
育

権
は
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
事

件
の
舞
台
と
な
っ
た
フ
ァ
ウ

ン
・
ロ
ー
ド
に
あ
る
民
家
の
所

有
主
で
、
ペ
イ
ズ
リ
ー
ち
ゃ
ん

の
祖
父
に
あ
た
る
カ
ー
ク
・
シ

ャ
ル
テ
ィ
ス
・
シ
ニ
ア
容
疑
者

︵
57
︶
も
同
様
に
逮
捕
さ
れ
て

い
る
。

　

警
察
は
以
前
か
ら
ペ
イ
ズ
リ

ー
ち
ゃ
ん
の
捜
索
を
進
め
て
お

り
、
事
件
現
場
と
な
っ
た
民
家

も
、
過
去
に
警
察
の
捜
索
対
象

と
な
っ
て
い
た
が
、
容
疑
者
ら

か
ら
は
限
ら
れ
た
範
囲
内
の
捜

索
し
か
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
週
月
曜
日
に
、
ペ
イ
ズ
リ
ー

ち
ゃ
ん
が
事
件
現
場
の
民
家
に

い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
警
察

は
、
令
状
の
も
と
家
宅
捜
索
を

行
い
、
階
段
下
の
隠
し
部
屋
を

発
見
し
た
。
そ
こ
か
ら
彼
女
の

足
が
見
え
た
た
め
、
救
出
を
行

っ
た
。
ペ
イ
ズ
リ
ー
ち
ゃ
ん
は

現
在
、
法
定
後
見
人
の
も
と
に

引
き
取
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
今

回
逮
捕
さ
れ
た
3
人
は
い
ず
れ

も
、
ペ
イ
ズ
リ
ー
ち
ゃ
ん
へ
の

接
近
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　

︵
西
川
︶

３
年
不
明
の
少
女

無
事
生
存
保
護

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
地
下
鉄
に

て
女
性
を
標
的
に
し
た
事
件
が

２
件
相
次
い
で
起
き
て
い
る
。　

　

最
初
の
事
件
は
ワ
シ
ン
ト
ン

ハ
イ
ツ
の
１
８
１
ス
ト
リ
ー
ト

駅
に
て
、
真
夜
中
過
ぎ
に
女
性

が
前
腕
を
刺
さ
れ
る
事
件
が
発

生
。
警
察
に
よ
る
と
時
間
を
尋

ね
る
男
性
が
被
害
者
に
近
寄
っ

て
き
た
が
、
女
性
は
身
を
守
る

た
め
に
無
視
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
容
疑
者
男
性
に
上
腕
を
刺
さ

れ
た
。
被
害
者
の
女
性
は
病
院

へ
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
容
態

は
安
定
し
て
い
る
。
犯
人
は
迷

彩
柄
の
シ
ャ
ツ
に
黒
い
ズ
ボ
ン

を
着
用
し
た
男
性
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。　

　

２
件
目
は
ク
イ
ー
ン
ズ
行
き

Ｅ
線
車
内
に
て
男
性
が
女
性
を

レ
イ
プ
し
よ
う
と
し
た
事
件
が

発
生
︵
本
紙
先
週
号
既
報
︶。

容
疑
者
の
男
性
は
乗
客
と
し
て

乗
り
合
わ
せ
た
21
歳
の
女
性
を

電
車
の
端
に
押
し
寄
せ
体
を
触

る
な
ど
の
レ
イ
プ
を
試
み
た
。

被
害
者
は
逃
げ
出
す
こ
と
が
で

き
た
が
犯
人
も
逃
走
。そ
の
後
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
犯
人
の
顔
写
真

が
公
開
さ
れ
情
報
を
基
に
容
疑

者
は
無
事
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

　■公共交通機関における犯罪の増加について（２月 23 日）在
ニューヨーク日本国総領事館 発出：「NY 州知事及び NY 市長は、
18 日（金）、地下鉄内で寝泊まりするホームレスを排除する「地
下鉄安全計画」を発表し対策に乗り出していますが、コロナ禍等
の影響から、今後も同種犯罪の増加傾向が続くおそれがあります
ので、公共交通機関利用時には、ホームの端に立たない、ホーム
レス、独りごとを言う人から距離をとるなどの未然の予防策を講
じるとともに、常に周囲の状況に注意を払い、犯罪に巻き込まれ
ないように、ご注意をお願いいたします」。（原文まま）

　ではどうやって身を守ってをいけば良いのか。同日本総領事館
が HP で解説している地下鉄を利用する際の安全対策を紹介した
い。（１）単独での地下鉄利用は避ける。特に利用者の少ない夜間
は近づかない。また、可能な限りバスやシティバイクを利用する。

（２）人の少ない車両に乗車する際は乗客員の有無や同乗者の様子
を確認し、不審な人物等を確認した際は車両をすみやかに移動す
る。（３）駅のホームでも同様、周囲をよく確認し、壁際や MTA
サインボードの近くで電車を待つ。（４）人の少ない時間帯はホー
ムの指定された場所で車両を待つ。バスなら前方の座席に座る。

（５）ラッシュ時は常に所持品を意識し、宝飾品や現金は見せない。
　また、十分に注意をしていても不測の事件や事故にまきこまれ
る可能性はあるとして警戒を呼びかけている。万一の場合の対応
策を紹介する。（１）緊急時には「９１１」を回し ( 公衆電話では
コイン不要 )、オペレーターに緊急事態の場所と内容を告げる。英
語で説明できない場合はその旨を伝えれば、日本語通訳サービス
を介して通話可能。
　思わぬ事態に遭遇した際は総領事館の「邦人援護担当官」へ連
絡を。電話 212-371-8222 (24 時間対応可能。日本語オペレータ
ー対応可 )。

犯罪対策のアドバイス
ＮＹ総領事館がＨＰで 女

性
が
標
的
相
次
ぐ

ど
う
や
っ
て
身
を
守
る
か

地下鉄の治安に赤信号

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
地
下
鉄
Ｇ
線

の
21
通
り
駅
ホ
ー
ム
で
９
日
、

ホ
ー
ム
レ
ス
生
活
を
し
て
い
た

オ
ー
ド
リ
ー
・
ル
ー
マ
ー
さ
ん

︵
63
︶
が
死
亡
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
警
察
に
よ
る
と
、
今
年

に
入
っ
て
地
下
鉄
で
亡
く
な
っ

た
の
は
こ
れ
で
6
人
目
。
ル
ー

マ
ー
さ
ん
は
絵
画
を
愛
し
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
旅
行
代
理

店
を
経
営
し
て
い
た
が
3
年
前

に
住
居
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
の

家
賃
滞
納
で
追
い
立
て
ら
れ

た
。
退
去
後
、
政
府
の
援
助
の

も
と
に
食
品
配
達
の
仕
事
を
行

っ
て
い
た
が
生
計
を
立
て
ら
れ

る
ほ
ど
の
給
料
は
与
え
ら
れ
て

お
ら
ず
精
神
が
悪
化
。
法
律
扶

助
協
会
の
弁
護
士
、
ジ
ュ
デ
ィ

ス
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ナ
ー
氏
は﹁
彼

女
に
起
こ
っ
た
出
来
事
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
多
く
の
人
の

生
活
が
ど
れ
ほ
ど
酷
い
も
の
な

の
か
を
示
し
て
い
る
﹂
と
語
っ

た
。
ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
20
日
に

ホ
ー
ム
レ
ス
を
シ
ェ
ル
タ
ー
に

移
す
と
発
表
し
た
が
彼
女
の
兄

は
﹁
数
週
間
遅
か
っ
た
﹂
と
悔

や
ん
だ
と
20
日
付
デ
イ
リ
ー
ニ

ュ
ー
ズ
紙
が
報
じ
た
。

女
性
が
地
下
鉄
ホ
ー
ム
で
死
亡

Ｎ
Ｙ
市
内
で
今
年
６
人
目

地
下
鉄
で
刃
物
刺
さ
れ
る

週
末
に
男
女
が
別
の
駅
で

　

19
日
に
、
イ
ー
ス
ト
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ヴ
ァ
ン
・
シ
ッ
ク

レ
ン
通
り
駅
で
上
り
電
車
を
待

っ
て
い
た
20
歳
の
女
性
が
、
男

に
後
ろ
か
ら
突
然
殴
ら
れ
た
。

女
性
は
そ
の
後
男
と
口
論
に
な

っ
た
が
、
男
は
ナ
イ
フ
を
取
り

出
し
、
女
性
の
腹
部
を
3
度
ほ

ど
刺
し
た
。
女
性
は
病
院
に
搬

送
さ
れ
た
が
、
命
に
別
状
は
な

く
回
復
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
20
日
に
は
、
地
下
鉄
6
レ

キ
シ
ン
ト
ン
ラ
イ
ン
の
６
番
線

ロ
ー
カ
ル
電
車
の
車
内
、
キ
ャ

ナ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
駅
付
近
で

31
歳
の
男
性
が
見
知
ら
ぬ
人
間

か
ら
腕
を
2
か
所
刺
さ
れ
る
事

件
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
も
命
に
別
状
は
な
い
。

地下鉄６番線キャナル駅ホーム

tel:9175773969
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税

金

特

集

④

外
国
人
に
関
す
る
特
殊
規
定

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
連
邦
税
法
上
、
米
国
市

民
は
常
に
居
住
者
と
し
て
課
税

さ
れ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は

居
住
身
分
の
判
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
居
住
者
か
非
居

住
者
か
に
よ
っ
て
使
用
す
る

確
定
申
告
の
様
式
や
申
告
身

分
、
さ
ら
に
は
課
税
対
象
と
な

る
所
得
や
控
除
な
ど
も
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
居
住
者
と
非
居

住
者
の
両
方
の
居
住
者
身
分
を

年
中
に
有
す
る
二
重
身
分
者
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
間
に
対
し
て
異
な
っ
た
税

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
年
に
よ

っ
て
は
、
通
年
居
住
者
、
非
居

住
者
、
二
重
身
分
者
の
な
か
か

ら
最
も
条
件
の
良
い
身
分
を
選

択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
税

務
上
の
居
住
身
分
を
適
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な

り
ま
す
。

▽
居
住
者
の
判
定
基
準

　

原
則
と
し
て
、
米
国
市
民
以

外
の
外
国
人
は
次
の
ａ
ま
た
は

ｂ
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者
か
ど

う
か
を
判
定
し
ま
す
。

ａ　

米
国
永
住
権
︵
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
︶
保
持
者: 

グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
保
持
者
は
米
国
滞
在
日

数
に
関
係
な
く
居
住
者

ｂ　

実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト:  

ビ
ザ
を
保
持
す
る
外
国
人
は
、

実
際
に
米
国
に
滞
在
す
る
日
数

に
つ
い
て
実
質
的
滞
在
条
件
テ

ス
ト
を
満
た
す
と
居
住
者
︵
例

外
規
定
あ
り
︶

実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
と

は
、
対
象
の
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
31
日
以
上
あ
り
、
そ
の
年

の
滞
在
日
数
、
前
年
の
滞
在
日

数
の
3
分
の
1
、
お
よ
び
前
々

年
の
滞
在
日
数
の
6
分
の
1
の

合
計
が
１
８
３
日
以
上
あ
る
か

ど
う
か
で
判
定
す
る
も
の
で

す
。
た
と
え
ば
、
２
０
２
１
年

の
8
月
1
日
か
ら
年
末
ま
で
米

国
に
い
た
方
は
２
０
２
１
年
の

米
国
滞
在
日
数
は
１
５
３
日

の
た
め
、
そ
れ
だ
け
を
み
る

と
２
０
２
１
年
は
非
居
住
者

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方
が

２
０
２
０
年
と
２
０
１
９
年
に

そ
れ
ぞ
れ
60
日
ず
つ
米
国
に
滞

在
し
た
と
す
る
と
、
１
５
３

日
＋

20
日
︵
２
０
２
０
年: 

60
日
×
3
分
の
1
︶
＋
10
日

︵
２
０
１
９
年: 

60
日
×
6
分

の
1
︶
＝
１
８
３
日
と
な
る
た

め
、
8
月
1
日
か
ら
米
国
居
住

者
、
そ
れ
ま
で
は
非
居
住
者
の

二
重
身
分
者
と
な
り
ま
す
。
米

国
か
ら
帰
国
し
た
年
も
同
様
に

こ
の
テ
ス
ト
で
判
定
し
ま
す
。

　

次
の
表
は
居
住
身
分
に
よ
っ

て
適
用
さ
れ
る
税
法
を
ま
と
め

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

▽
例
外
規
定

　

実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
次
の
2
つ
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
非

居
住
者
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ａ　

特
定
の
ビ
ザ
保
持
者: 
Ａ

ビ
ザ
︵
外
交
官
︶、Ｊ
ビ
ザ
︵
教

授
、
研
修
生
、
交
換
留
学
生
︶、

Ｆ
ビ
ザ
︵
学
生
︶、Ｍ
ビ
ザ
︵
専

門
学
校
学
生
︶、
Ｑ
ビ
ザ
︵
国

際
文
化
交
流
訪
間
者
ビ
ザ
︶
を

保
持
し
て
い
る
場
合

ｂ　

C
loser C

on
n

ection
: 

実
質
的
滞
在
条
件
の
日
数
計
算

上
は
居
住
者
と
な
る
場
合
で

も
、
対
象
と
な
る
年
の
米
国
滞

在
日
数
が
１
８
３
日
未
満
で
あ

り
、
米
国
よ
り
も
む
し
ろ
外
国

と
の
経
済
上
、
生
活
上
の
関
係

が
深
く
、
仕
事
や
住
居
も
1
年

を
通
じ
て
米
国
外
に
あ
る
と
い

う
場
合

▽
居
住
者
選
択

　

実
質
的
滞
在
テ
ス
ト
で
は
居

住
者
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、

特
殊
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
居
住
者
と
し
て
の
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
扶
養
税
額
控

除
を
確
定
申
告
で
申
請
す
る
た

め
に
は
、
被
扶
養
者
が
米
国
居

住
者
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
米

国
に
来
た
初
年
度
は
、
実
質
的

滞
在
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
次
の
4
要
件
を
満

た
せ
ば
居
住
者
と
な
る
選
択
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

対
象
年
の
米
国
滞
在
日
数

が
連
続
で
31
日
以
上
あ
る
こ
と

２　

米
国
滞
在
日
数
が
、
連
続

31
日
以
上
あ
る
滞
在
期
間
の
初

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
合
計

日
数
の
75
％ 

以
上
で
あ
る
こ

と
。

３　

米
国
入
国
年
の
翌
年
に
実

質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し
て
居

住
者
と
な
る
こ
と

４　

米
国
入
国
年
の
前
年
度
は

通
年
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と

　

既
婚
者
の
方
は
、
夫
婦
合
算

申
告
を
す
る
た
め
に
は
夫
婦
が

共
に
米
国
の
通
年
居
住
者
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
実
質
的
滞
在

テ
ス
ト
で
は
非
居
住
者
や
二
重

身
分
者
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

で
も
、
通
年
居
住
者
を
選
択
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
年

居
住
者
と
な
る
と
、
実
際
に
米

国
に
い
な
か
っ
た
と
き
の
所
得

も
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

不
利
益
も
あ
り
ま
す
が
、
同
額

の
課
税
所
得
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
税
率
が
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
よ
り
も
低
く
な
る
と
い
う

利
益
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
偶

者
間
の
所
得
水
準
に
偏
り
が
あ

る
場
合
は
、
通
年
居
住
者
と
し

て
夫
婦
合
算
申
告
を
行
う
こ
と

が
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
、
ご
自
身
の
状
況
に
あ
わ
せ

て
居
住
者
身
分
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
は
15
日
、
市
の
夏
季
若
者

雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
金
を
年

間
1
億
５
７
０
０
万
ド
ル
か
ら

2
億
３
６
０
０
万
ド
ル
に
増
加

し
、
対
象
と
す
る
若
者
の
数
を

10
万
人
に
拡
大
す
る
と
発
表
し

た
。
同
市
長
は
若
者
の
活
動
範

囲
を
拡
張
し
、
治
安
の
改
善
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。中
小
企
業
や
非
営
利
団
体
、

広
告
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

な
ど
に
働
き
か
け
、﹁
学
生
と

し
て
の
役
割
﹂
を
感
じ
て
も
ら

う
機
会
に
す
る
つ
も
り
だ
と
い

う
。
キ
ャ
リ
ア
レ
デ
ィ
︵
市
教

育
局
の
特
定
の
学
校
に
通
う
14

〜
21
歳
が
対
象
︶
と
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
︵
条
件

を
満
た
し
た
14
〜
24
歳
が
対

象
︶
は
す
で
に
募
集
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ

ー
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
3
月
1

日
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
。

夏
季
若
者
雇
用

Ｎ
Ｙ
市
が
10
万
人
に
拡
大

通年居住者 二重身分 非居住者

申告身分
独身、特定世帯主、夫
婦合算又は夫婦個別

独身、夫婦個別のみ 独身、夫婦個別のみ

課税対象所得 全世界所得
居住者期間と非居住者
期間ごとに該当規則を
適用

米国源泉所得のみ

概算額控除 控除可 対象外 対象外

項目別控除 全ての項目
居住者期間と非居住者
期間ごとに該当規則を
適用

制限あり（医療費、固
定資産税、動産税は不
可）

外国税額控除 控除可 居住者期間分は控除可 対象外

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
が
世
界
を
救
う
﹂
は
３
月

20
日(

日)

午
前
3
時
か
ら
21

日(

月)

午
前
２
時
59
分
︵
米

東
部
時
間
︶
ま
で
の
時
間
帯

で
、
映
画
﹁
海
難
１
８
９
０
﹂

を
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ミ
ア
で
無
料
配
信

す
る
。
米
国
か
カ
ナ
ダ
国
内
に

い
れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
鑑
賞
可

能
。
音
声
は
日
本
語
、
ト
ル
コ

語
、
英
語
で
英
語
字
幕
が
使
用

さ
れ
る
。

　

同
作
品
は
日
本
ト
ル
コ
友

好
１
２
５
周
年
を
記
念
し

２
０
１
５
年
、
両
国
合
作
で
作

ら
れ
た
。
﹁
１
８
９
０
年
の
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
海
難
事
故

編
﹂
と
﹁
１
９
８
５
年
テ
ヘ
ラ

ン
邦
人
救
出
劇
編
﹂
の
2
つ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
１
８
９
０
年
、
ト
ル
コ
帝

国
の
親
善
使
節
団
を
乗
せ
た
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
和
歌
山
県

串
本
町
沖
に
て
台
風
に
よ
り
座

礁
し
大
破
。
海
に
投
げ
出
さ
れ

た
乗
務
員
５
０
０
名
以
上
が
死

亡
し
た
中
、
地
元
住
民
が
な
ん

と
か
生
き
残
っ
た
乗
務
員
を
救

お
う
と
懸
命
に
救
助
活
動
を
行

う
。
時
を
経
て
１
９
８
５
年
、

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
、
日

本
人
は
中
東
か
ら
脱
出
避
難
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
、
政
府

は
危
機
的
状
況
を
理
由
に
救
出

を
断
念
、
海
外
在
留
邦
人
が
テ

ヘ
ラ
ン
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
に
残
っ
た
邦

人
は
３
０
０
人
以
上
。
ト
ル
コ

人
た
ち
は
１
０
０
年
前
に
日
本

人
が
示
し
て
く
れ
た
真
心
を
思

い
出
し
、
邦
人
救
出
の
た
め
に

無
償
で
救
援
機
を
飛
ば
し
た
。

　

同
映
画
は
２
０
１
６
年
に
行

わ
れ
た
第
39
回
日
本
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
で
優
秀
作
品
賞
、
優
秀
監

督
賞
は
じ
め
と
す
る
10
部
門
で

優
秀
賞
を
受
賞
。
監
督
は
﹃
田

中
光
敏
、
キ
ャ
ス
ト
は
内
野
聖

陽
、
忽
那
汐
里
、
ケ
ナ
ン
・
エ

ジ
ェ
ら
。
映
画
視
聴
の
詳
細
は

上
記
リ
ン
ク
参
照
。︵
眞
々
田
︶

映
画
﹃
海
難
１
８
９
０
﹄

Ｎ
Ｙ
プ
レ
ミ
ア
無
料
配
信

３
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で

映画視聴のウェブサイト　http://www.kainan1890.com/
イ ベ ン ト サ イ ト　　https://www.eventbrite.com/e/125-years-memory-a-
story-of-friendship-and-compassion-tickets-270039735117 から。　　　　　　

トルコ人が 100 年前の恩返し

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.kainan1890.com/
https://www.eventbrite.com/e/125-years-memory-a-story-of-friendship-and-compassion-tickets-270039735117
https://www.eventbrite.com/e/125-years-memory-a-story-of-friendship-and-compassion-tickets-270039735117
https://www.eventbrite.com/e/125-years-memory-a-story-of-friendship-and-compassion-tickets-270039735117
https://www.hondag.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
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２
０
２
２
年
は
日
系
企
業
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
元
年
︵
２
︶

クイック USA

80
　

と
り
わ
け
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
も
Ｄ
Ｅ
Ｉ
も
企
業
活
動
の
中

で
自
社
の
重
要
な
行
動
指
針
を

反
映
し
て
い
る
概
念
で
あ
り
、

目
標
設
定
に
な
る
も
の
で
あ
る

と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。
建
国

以
来
、
移
民
を
受
け
入
れ
移
民

で
成
り
立
っ
て
き
た
こ
の
多
民

族
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で

は
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
は
企
業
に
と
っ
て

も
常
に
避
け
て
通
る
こ
と
の
出

来
な
い
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
テ
ー

マ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
基
本
的
に
ア
メ
リ

カ
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業

様
に
と
っ
て
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と

が
い
え
る
か
と
思
う
の
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
に
現
地
法
人
を

作
っ
て
進
出
し
て
も
従
業
員
は

ほ
ぼ
ロ
ー
カ
ル
の
日
本
人
や
日

系
人
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
せ
い

ぜ
い
︵
日
本
語
が
出
来
る
︶
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
を
採
用
し

て
い
る
程
度
で
あ
れ
ば
、
今
ま

で
Ｄ
Ｅ
Ｉ
は
喫
緊
の
課
題
で
は

な
か
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
従
業
員
の
枠
も
今

後
拡
張
し
て
い
く
中
で
は
日
本

人
や
日
本
語
だ
け
に
重
き
を
置

い
て
募
集
を
か
け
る
の
は
い
ず

れ
限
界
が
来
て
し
ま
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
し
、
企
業
の
顧
客
や

取
引
先
、
そ
し
て
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
な
ど
は
日
本
人
関
係
者

だ
け
に
限
る
こ
と
は
当
然
出
来

な
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
ど
う

し
た
っ
て
遅
か
れ
早
か
れ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
の
課
題
に
直
面
す
る
時
が
来

る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
だ
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
で
Ｄ
Ｅ
Ｉ
、
そ
の
中

で
も
と
り
わ
け
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
と
い
う
と
ほ
ぼ
女
性
の
活

用
、
中
で
も
女
性
の
採
用
数
や

管
理
職
へ
の
比
率
が
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

は
女
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

性
別
︵
ジ
ェ
ン
ダ
ー
︶、
人
種
、

民
族
、
肌
の
色
、
宗
教
、
出
身

国
、
市
民
権
、
障
害
者
、
軍
出

身
者
、
性
的
指
向
な
ど
非
常
に

多
岐
に
わ
た
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
人
々
は

ア
メ
リ
カ
の
中
で
は
法
律
上
で

の
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
が
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
は
雇

用
上
、
そ
れ
ら
を
理
由
と
し
た

差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
そ
し

て
報
復
措
置
な
ど
を
と
る
こ
と

は
一
切
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
企
業
の
Ｄ
Ｅ

Ｉ
は
単
に
法
律
で
プ
ロ
テ
ク
ト

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
よ
り

も
も
っ
と
多
く
の
奥
深
い
問
題

を
内
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
も

建
国
以
来
、
歴
史
的
に
も
黒
人

に
対
す
る
深
刻
な
人
種
差
別
が

存
在
し
、
そ
れ
は
今
現
在
も
根

深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
連
綿
と
続
く
人
種
差
別
を

歴
史
上
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た

日
本
人
に
は
な
か
な
か
実
感
と

し
て
わ
か
り
得
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
に
お

越
し
に
な
っ
て
企
業
経
営
な
さ

れ
て
い
る
日
本
人
の
方
々
に
も

ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
ト
レ
ン

ド
や
思
考
に
は
少
な
く
と
も
無

関
心
を
貫
く
と
い
う
の
は
あ
ま

り
褒
め
ら
れ
た
話
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
高
い
関
心
を
示
さ
れ
て
い

る
日
系
企
業
の
皆
様
方
に
は
、

同
じ
く
こ
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
に
つ
き
ま

し
て
も
今
年
は
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

22
年
は
、
本
コ
ラ
ム
の
中
で

も
Ｄ
Ｅ
Ｉ
に
つ
い
て
の
記
事
を

た
び
た
び
掲
載
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ス
キ
ッ

プ
な
さ
ら
ず
お
目
を
通
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
日
系
企
業
様
に

と
り
ま
し
て
も
今
年
を
Ｄ
Ｅ
Ｉ

元
年
の
年
に
で
き
れ
ば
、
少
な

く
と
も
Ｄ
Ｅ
Ｉ
が
何
を
意
味
し

て
い
る
か
が
ピ
ン
と
く
る
年
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　先日、デルタ航空は Unruly Passenger No-fly List の作成を、米政府にあらためて要望しました。　
Unruly Passenger とは、航空機内で規則や乗務員の指示に従わず、飛行の安全に危害を与える無
法な乗客のことです。　もしこの No-fly ( 搭乗拒否 )  List に掲載されたら、全米の民間航空機にい

っさい乗れなくなります。　（テロリストを対象とした No-fly List は既に存在します）
　連邦航空局の統計によると、２０２１年に６０００人近い Unruly Passenger の事例があり、そのうち２００人以上
が訴追対象になりました。　飲酒などで騒いだりするもめ事は昔からありますが、最近目立つのはコロナ感染対策に従
わず周囲に迷惑をかける乗客です。　彼らは乗務員の依頼や指示に反抗したり、時には暴力行為に及び、運航の危険を
引き起こします。　実際、安全のため飛行機が元の空港へ戻ったり、予定外の空港に緊急着陸する事例が多発しています。
　これまで各航空会社は、自衛のため独自に Unruly　Passenger のリストを作り対応してきましたが、他の航空会社
とは共有していません。米政府が、航空会社の要望を受けて、空の安全のために Unruly Passenger No-fly List を作成
するのか、そしてその適用範囲は？　　搭乗の自由を奪うのは超悪質な乗客に限るべきとの一部の慎重論もあり、関係
する司法省と運輸省がどのような対応をとるのか、成り行きが注目されています。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Unruly Passenger No-fl y List
無法な客・搭乗拒否リスト

 米 語
Watch

 【221】

7

S
D

G
s 

ウ
オ
ッ
シ
ュ
企
業
か
ら
欧
米
投
資
家
の

﹁
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト(
資
金
撤
退)

﹂
始
ま
る

■
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
﹁
投
資

の
撤
退
﹂
と
は
？

　

ダ

イ

ベ

ス

ト

メ

ン

ト

︵divestm
ent

︶
と
は
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
︵investm

ent

︶

の
反
対
語
で
銀
行
口
座
か
ら

資
金
を
引
き
揚
げ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
現
在
、
欧
米
で

は SD
G

s

︵
持
続
可
能
な
目

標
︶
を
達
成
す
る
た
め
の
Ｅ
Ｓ

Ｇ
︵
環
境
・
社
会
・
経
営
理
念
︶

投
資
を
重
視
す
る
投
資
家
が
増

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
球
温

暖
化
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
石
油

石
炭
ガ
ス
︵
化
石
燃
料
︶
に
出

資
や
融
資
を
行
う SD

G
s 

ウ

ォ
ッ
シ
ュ
企
業
や
銀
行
か
ら
ダ

イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト︵
資
金
撤
退
︶

す
る
動
き
が
活
発
だ
。

　

投
資
家
が
資
金
撤
退
す
る
と

い
う
記
事
を
読
ん
で
も
自
分
に

関
係
な
い
と
思
う
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
無
関
係
の
よ
う
に
思
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
自
身
が

銀
行
に
預
け
て
い
る
お
金
も
資

金
で
あ
り
、
銀
行
が
投
融
資
の

一
部
に
利
用
す
る
。
つ
ま
り
環

境
破
壊
に
繋
が
る
化
石
燃
料
や

石
油
石
炭
ガ
ス
に
資
金
利
用
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
ご
自
身
の
銀
行
が
ど
の
企

業
事
業
に
投
融
資
し
て
い
る
か

納
得
い
か
な
け
れ
ば
他
の
銀

行
に
口
座
を
移
す
の
もSD

G
s

を
支
援
す
る
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
行
為
と
な
る
。

■
欧
米
の
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

の
動
き

　

欧
米
の
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

は
活
発
に
動
き
始
め
て
い
る
。

実
際
に
世
界
70
か
国
８
０
０
以

上
の
団
体
や
投
資
家
が SD

G
s 

を
重
視
し
な
い
企
業
か
ら
資
金

撤
退
を
表
明
し
た
。
例
え
ば
フ

ラ
ン
ス
の
金
融
グ
ル
ー
プ
﹁
Ｂ

Ｎ
Ｐ
バ
リ
パ
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
﹂、
オ
ラ
ン
ダ
の

公
的
年
金
﹁
Ａ
Ｂ
Ｐ
﹂・
ア
メ

リ
カ
の
資
産
運
用
会
社
﹁
ブ
ラ

ッ
ク
ロ
ッ
ク
﹂・
ノ
ル
ウ
ェ
ー

政
府
年
金
基
金
、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
な
ど
化
石
燃
料
か

ら
投
資
撤
退
を
決
め
て
い
る
。

■
日
本
の
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

の
現
状

　

世
界
の
流
れ
と
比
べ
る
と
日

本
の
動
き
は
ま
だ
遅
れ
て
い

る
。
化
石
燃
料
へ
の
投
融
資
額

が
高
い
日
本
の
銀
行
は
、
１
位

み
ず
ほ
銀
行
、
２
位
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
３
位
三
井
住
友

銀
行
と
い
う
︵
調
査
ハ
フ
ポ
ス

ト
日
本
︶。
他
方
ダ
イ
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
は
投
資
家
だ
け
で
な
く

個
人
で
も
貢
献
で
き
る
。
ど
こ

に
預
金
す
る
か
選
択
す
る
こ
と

でSD
G

s

地
球
保
全
や
社
会

環
境
に
貢
献
す
る
一
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
と
な
る
。

古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

SDGs 

を
知
る
﹁
ダ
イ
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
︵
投
資
撤
退
︶
と
は
﹂　

SDG ｓと ESG のサイクル

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF
https://www.mtckitchen.com
https://hls-global.com
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日
本
固
有
の
魚
種
で
あ
る
日

本
産
ブ
リ
は
、
脂
乗
り
が
よ
く

濃
厚
な
味
わ
い
で
あ
る
と
と
も

に
引
き
締
ま
っ
た
身
質
で
、
鮮

度
も
よ
く
、
安
心
、
安
全
な
生

産
、
加
工
、
流
通
工
程
を
経
て

い
て
ハ
マ
チ
の
名
前
で
広
く
親

し
ま
れ
て
い
る
魚
だ
。
こ
の
ハ

マ
チ
を
も
っ
と
海
外
、
と
り
わ

け
米
国
の
人
に
食
べ
て
も
ら

お
う
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
７

店
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
３
店
の
ス

タ
ー
シ
ェ
フ
が
、
ハ
マ
チ
を
使

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
料
理
を

作
っ
た
。
企
画
・
主
催
し
た
の

は
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
。
日
本
の
農

林
水
産
物
・
食
品
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
た
め
に
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
消
費
者
向
け
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
担
う
組
織
と
し
て

が
、
米
国
に
お
け
る
５
大
食
品

販
売
チ
ェ
ー
ン
、
ウ
ォ
ル
マ
ー

ト
、
コ
ス
ト
コ
、
シ
ア
ー
ズ
、

Ｋ
マ
ー
ト
で
の
取
り
扱
い
実
績

は
ゼ
ロ
、
ア
マ
ゾ
ン
が
か
ろ
う

じ
て
１
件
扱
っ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
︵
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
調
べ
︶。

ア
メ
リ
カ
の
流
通
に
乗
せ
る
た

め
に
は
も
っ
と
ハ
マ
チ
を
米
国

人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
先

決
と
い
う
わ
け
だ
。サ
ー
モ
ン
、

ツ
ナ
に
大
き
く
水
を
開
け
ら
れ

て
い
る
ハ
マ
チ
だ
が
、
ス
タ
ー

シ
ェ
フ
の
腕
を
借
り
て
米
国
市

場
の
拡
大
を
試
み
る
。

　

ウ
エ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

ペ
ル
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
ラ
マ
サ

ン
︵
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ａ
Ｎ
︶﹂

の
シ
ェ
フ
、
エ
リ
ッ
ク
・
ラ
ミ

レ
ス
さ
ん
は
日
本
料
理
と
ペ
ル

ー
料
理
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
料
理

で
あ
る
﹁N

ikkei

﹂
料
理
を

提
供
す
る
シ
ェ
フ
。
２
０
２
１

年
に
は
ヴ
ォ
ー
グ
誌
に
よ
る
Ｎ

Ｙ
で
影
響
力
の
あ
る
10
人
の
メ

ッ
ト
・
ガ
ラ
・
シ
ェ
フ
に
選
出

さ
れ
て
い
る
。

　

同
店
で
出
し
て
い
る
﹁
ハ
マ

チ
・
テ
ィ
ラ
デ
ィ
ト
・
ウ
ィ

ズ
・
ウ
ニ
、
コ
コ
ナ
ツ
、
抹
茶

︵H
am

achi T
iradito w

ith 
U

ni, C
oconut, M

atcha)

＝

写
真
︵
28
ド
ル
︶
が
こ
の
店
の

創
作
の
一
品
。
ウ
ニ
、
コ
コ
ナ

ツ
、
抹
茶
と
い
ろ
い
ろ
混
ざ
っ

て
い
る
の
に
、
一
つ
一
つ
の
味

が
独
立
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
優
し

く
引
き
立
て
合
い
な
が
ら
口
の

中
で
広
が
っ
て
い
く
な
か
な
か

の
美
味
だ
。
１
月
27
日
か
ら
始

ま
っ
た
同
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ

ー
の
提
供
は
、今
月
28
日
︵
月
︶

ま
で
と
あ
と
僅
か
。　

︵
三
浦
︶

LLAMA SAN
359 6th Avenue

New York, NY 10014
Tel:646-490-4422

http://www.llamasannyc.com/
営業時間　月〜日　17:00 〜 23:00

  定休日：土曜

ハ
マ
チ
の
魅
力
を
大
胆
に

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
は
終

わ
っ
た
が
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
は
引
き
続
き
、
大
切
な

人
と
の
時
間
を
演
出
す
る
﹁
デ

ー
ト
・
ナ
イ
ト
﹂
を
提
供
し
て

い
る
。 

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
同
館

内
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ィ
ン
グ
・

カ
フ
ェ
で
カ
ク
テ
ル
を
片
手
に

美
術
品
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
ラ
イ
ブ
演
奏
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
週

金
曜
、
土
曜
の
午
後
５
〜
９

時
、
３
月
は
人
気
の
ジ
ャ
ズ
弦

楽
四
重
奏
団
エ
セ
ル
や
ジ
ュ
リ

ア
ー
ド
音
楽
院
の
室
内
楽
団
チ

ャ
ン
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
の
演
奏
を

予
定
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
在
住

者
、
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ
州
在

住
の
学
生
は
身
分
証
明
書
提
示

で
入
場
料
は
任
意
と
な
る
。
新

型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
５
歳
以
上
は
全
て
接
種

済
の
証
明
が
要
提
示
で
、
２
歳

以
上
は
マ
ス
ク
着
用
が
要
請
さ

れ
る
。
そ
の
ほ
か
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
詳
細
はm

etm
useum

.
org

を
参
照
す
る
。 

夕
方
デ
ー
ト
を

メ
ッ
ト
美
術
館
で

生
演
奏
や
カ
ク
テ
ル
で
演
出 

　

第
４
回
ク
イ
ア
・
リ
ベ
ラ

リ
オ
ン
・
マ
ー
チ
︵Q

ueer 
Liberation M

arch

︶

を

６

月
26
日
︵
日
︶
に
開
催
す
る
と
、

主
催
者
の
リ
ク
レ
イ
ム
・
プ
ラ

イ
ド
・
コ
ー
リ
シ
ョ
ン
が
正
式

発
表
し
た
。
同
団
体
は
、
Ｎ
Ｙ

市
警
が
警
護
す
る
商
業
的
な
プ

ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
問

題
提
起
す
る
活
動
グ
ル
ー
プ
。

商
業
化
さ
れ
過
ぎ
た
パ
レ
ー
ド

に
反
抗
す
る
た
め
に
２
０
１
９

年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
４
度

目
と
な
る
今
回
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
、
警
察
の
取
り
締
ま

り
、
黒
人
ト
ラ
ン
ス
女
性
た
ち

の
殺
害
、ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ビ
ア
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
種
差
別
に
光

を
当
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
昨
年
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ー
ク
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
ス
ク

エ
ア
パ
ー
ク
ま
で
を
何
万
人
も

の
人
々
が
デ
モ
行
進
し
た
。
今

年
の
ル
ー
ト
は
ま
だ
未
定
。
諸

問
題
に
協
力
し
て
立
ち
向
か
う

た
め
に
発
起
人
が
３
月
６
日

︵
日
︶
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
す
る
。

　

参

加

は

要

事

前

登

録
。

登

録

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

reclaim
p

rid
en

y
c.o

rg

ま

た

はR
eclaim

 Pride 
C

oalition

か
ら
。

商業主義のプライドマーチ
反対市民が６月にマーチ

２
０
１
７
年
に
日
本
貿
易
振
興

機
構
︵
ジ
ェ
ト
ロ
︶
内
に
創
設

さ
れ
た
。

　

米
国
に
お
け
る
日
本
産
ブ
リ

は
、
大
半
が
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
の
寿
司
、
刺
身
用
と
し
て
提

供
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
９
年

ま
で
は
右
肩
あ
が
り
で
推
移
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
外
食
需
要

が
減
り
、
２
０
２
０
年
の
対
米

輸
出
は
前
年
比
60
％
の
大
幅
な

減
少
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ハ

マ
チ
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
で
は
馴
染
み
の
あ
る
食
材
だ

http://www.llamasannyc.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://shinbashi72.com/
https://goshikiprinting.com/
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com
reclaimpridenyc.org
metmuseum.org
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
・
シ
テ
ィ
内
に
あ
る
日
本
文

化
発
信
の
商
業
施
設
﹁
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
︵934 3rd 

A
ve

︶
の
２
階
が
こ
の
ほ
ど
部

分
的
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

日
本
の
１
０
０
円
均
一
シ
ョ

ッ
プ
の
大
手
、
ダ
イ
ソ
ー
が
25

日
、
ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
地
区
で

第
６
店
目
と
な
る
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
店
を
同
フ
ロ
ア
ー
に
オ
ー
プ

ン
。
売
場
面
積
は
約
４
０
０
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
。
日
本
の
ダ
イ

ソ
ー
で
見
か
け
る
お
馴
染
み
の

日
用
雑
貨
、
家
庭
＆
キ
ッ
チ

ン
用
品
、
和
食
器
、
お
も
ち

ゃ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
、
便

利
グ
ッ
ズ
な
ど
、
取
扱
商
品
点

数
は
約
６
０
０
０
点
。
日
本
で

１
０
０
円
の
商
品
を
１
ド
ル
99

セ
ン
ト
で
販
売
し
て
い
る
。
ク

イ
ー
ン
ズ
区
や
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
郡
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
地
域
に
は
す
で
に
店
舗
が
あ

り
人
気
を
得
て
い
た
ダ
イ
ソ
ー

だ
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
区
へ

の
出
店
は
同
店
が
初
と
な
り
、

近
隣
住
民
に
と
っ
て
は
待
ち
に

待
っ
た
出
店
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
２
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ブ
ッ
ク
オ
フ
・
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
店
＝
写
真
左
＝

は
、
売
場
面
積
は
１
０
６
２
平

方
フ
ィ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

地
区
で
２
店
舗
目
の
出
店
と
な

っ
た
。
英
語
版
コ
ミ
ッ
ク
約

３
０
０
０
点
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
グ
ッ
ズ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
約

３
０
０
０
点
、
ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ

約
１
万
点
の
他
、
ゲ
ー
ム
機
器

や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
ポ
ケ
モ
ン

カ
ー
ド
な
ど
が
充
実
し
て
お

り
、
全
米
で
も
有
数
の
ア
ニ
メ

グ
ッ
ズ
専
門
店
と
し
て
オ
ー
プ

ン
前
か
ら
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
間

で
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
商
品

は
す
べ
て
日
本
か
ら
直
輸
入
し

て
お
り
、
米
国
で
は
な
か
な

か
入
手
で
き
な
い
も
の
ば
か

り
。
コ
レ
ク
タ
ー
や
マ
ニ
ア
に

と
っ
て
は
喉
か
ら
手
が
出
る
よ

う
な
魅
力
的
な
グ
ッ
ズ
が
勢
ぞ

ろ
い
。
今
後
も
随
時
日
本
か
ら

新
商
品
を
入
荷
し
て
い
く
予
定

だ
。日

本
文
化
関
連
イ
ベ
ン
ト

定
期
的
に
開
催
す
る
計
画

　

ま
た
、
同
フ
ロ
ア
ー
に
は
日

本
の
瀬
戸
物
・
陶
器
の
専
門
店

や
、
日
本
製
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

粧
品
を
扱
う
コ
ス
メ
・
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
今
後
、

日
本
文
化
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
計
画

で
、
日
本
に
関
係
し
た
テ
ナ
ン

ト
、
ス
ペ
ー
ス
貸
し
、
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
店
、
イ
ベ
ン
ト
出
展

な
ど
の
希
望
者
を
募
っ
て
い

る
。https://japanvillage.

com
/

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
2
階
に

ダ
イ
ソ
ー
と
ブ
ッ
ク
オ
フ
が
オ
ー
プ
ン

　

無
料
で
野
外
映
画
を
鑑
賞
で

き
る
﹁
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
﹂
が

18
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン 

文
化

地
区
の
屋
外
芸
術
広
場
﹁
プ
ラ

ザ
・
ア
ッ
ト
・
３
０
０
・
ア
ッ

シ
ュ
ラ
ン
ド
﹂︵
フ
ラ
ッ
ト
ブ

ッ
シ
ュ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
85
番
地
︶

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
公
共
の
芸
術

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
地
元
の
事
業
や
活
動
を
擁

護
す
る
非
営
利
団
体
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
ヴ
ァ
ン
・
ア

レ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
、

Ｎ
Ｙ
で
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
ソ
フ
ト
フ
ァ

ー
ム
が
提
携
し
て
、
視
覚
媒
体

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

繋
が
り
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に

企
画
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

と
は
言
え
車
内
か
ら
観
る
の
で

は
な
く
、
偶
然
に
通
り
か
か
っ

た
歩
行
者
に
も
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
料
金
も

無
料
と
な
っ
て
い
る
。 

　

会
場
に
は
直
径
30
フ
ィ
ー
ト

の
円
形
の
木
製
板
が
設
置
さ

れ
、
２
枚
の
横
13
・
５
フ
ィ
ー

ト
、
縦
７
・
５
フ
ィ
ー
ト
の
ス

ク
リ
ー
ン
が
回
転
し
な
が
ら
動

画
を
映
し
出
す
。
８
人
の
地

元
の
芸
術
家
た
ち
が
制
作
し

た
、
移
民
の
経
験
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
し
て
の
立
場
、
都
市
生

活
に
与
え
る
生
態
系
の
影
響
な

ど
Ｎ
Ｙ
の
シ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
に

関
す
る
作
品
を
上
映
す
る
。
４

月
14
日
ま
で
。
上
映
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
作
品
の
詳
細
は

dow
ntow

nbrooklyn.com

を
参
照
す
る
。 

無
料
で

野
外
映
画 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ニ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
で
毎
夏
恒
例
だ
っ
た

﹁
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
﹂
の

主
催
者
は
、
今
年
６
月
18
日

︵
土
︶
に
開
催
す
る
と
発
表
し

た
。
同
パ
レ
ー
ド
は
フ
ロ
ー
ト

︵
山
車
︶
の
ほ
か
、
多
く
の
参

加
者
が
人
魚
や
古
代
神
話
を
題

材
に
し
た
個
性
豊
か
な
海
の
生

物
の
仮
装
を
し
て
練
り
歩
く
も

の
で
、
同
地
区
で
１
９
８
３
年

か
ら
続
い
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り

２
年
間
休
止
さ
れ
て
い
た
。
コ

ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
エ

ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
ア
ダ
ム
・
リ
ン
は
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
も
愛
さ
れ
て

い
る
パ
レ
ー
ド
の
復
活
を
本
当

に
楽
し
み
に
し
て
い
る
﹂
と
述

べ
て
い
る
。

人
魚
姫

パ
レ
ー
ド

コニーアイランド

今
年
は
開
催
へ

https://japanvillage.com/
downtownbrooklyn.com
tel:9175773969
http://www.jwsny.org
https://www.rapidtest.nyc/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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 BOOKS
　

運
命
を
変
え
る
東
洋
哲
理
、

２
５
０
０
年
の
教
え
、
と
副
題

の
つ
い
た
本
書
は
、
陰
陽
五
行

論
と
い
う
真
理
を
追
求
す
る
日

本
古
来
の
学
問
の
解
説
書
だ
。

自
分
と
は
何
者
か
、
そ
し
て
自

分
と
接
す
る
他
者
は
ど
う
い
う

人
な
の
か
、
そ
し
て
今
と
い
う

現
実
の
流
れ
の
中
で
、
人
や
物

や
世
の
中
の
出
来
事
が
ど
う
動

い
て
い
く
の
か
を
人
類
の
歴
史

の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
法
則
を

導
き
出
し
て
紐
解
き
、
政
治
や

ビ
ジ
ネ
ス
、
人
間
関
係
に
活
か

そ
う
と
す
る
連
綿
と
日
本
に
存

在
す
る
思
想
哲
学
の
一
種
だ
。

　

そ
の
考
え
を
﹁
帝
王
学
﹂
と

し
て
広
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

こ
れ
ま
で
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
て

い
る
の
が
、
著
者
の
小
池
康
仁

さ
ん
と
そ
の
講
師
陣
だ
。
小
池

さ
ん
は
、
も
と
も
と
は
企
業
で

働
く
組
織
の
人
だ
っ
た
。
一
部

上
場
企
業
に
入
社
し
て
、
Ｉ

Ｔ
、
戦
略
会
計
、
人
材
育
成
分

野
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

主
に
、
上
場
企
業
を
中
心
に
10

年
間
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従

事
、
国
内
大
手
メ
ー
カ
ー
の
教

育
機
関
に
就
職
後
、
国
内
外
の

人
材
育
成
業
務
に
携
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
独
立
起
業
し
、
現
在

は
数
十
社
の
会
社
を
統
括
す
る

経
営
者
で
あ
り
、
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
中
だ
。
ま

た
、東
洋
哲
理
思
想
の
帝
王
学
・

陰
陽
五
行
論
を
経
営
に
活
か
す

第
一
人
者
と
し
て
現
在
日
本
全

国
で
２
０
０
０
人
以
上
に
指
導

し
て
い
る
。

　

帝
王
学
と
は
人
生
を
改
良
す

る
公
式
で
、
人
に
は
持
っ
て
生

ま
れ
た
才
能
・
資
質
、
変
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
要
素︵
宿
命
︶

が
あ
る
。
そ
れ
に
後
天
的
な
あ

り
方
、
生
き
方
、
捉
え
方
を
適

応
さ
せ
る
﹁
環
境
﹂
が
加
わ
り
、

生
き
方
と
考
え
方
で
人
生
が
大

き
く
変
化
す
る
︵
運
命
︶
が
で

き
る
と
す
る
方
程
式
を
学
ぶ
。

双
子
の
兄
弟
、
姉
妹
が
生
後
す

ぐ
に
離
れ
離
れ
に
な
り
、
全
く

異
な
っ
た
環
境
で
育
っ
た
場

合
、
生
ま
れ
持
っ
た
素
質
、
原

石
が
同
じ
で
も
、
磨
き
方
で
別

人
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
後
天
的

な
資
質
の
発
見
、
研
磨
を
読
み

解
く
帝
王
学
は
﹁
多
様
性
が
当

た
り
前
の
時
代
に
ブ
レ
ず
に
生

き
る
た
め
に
必
要
﹂
と
説
く
。

　

そ
の
た
め
の
帝
王
学
の
原
理

原
則
と
し
て
、
五
徳
と
い
う
考

え
が
あ
る
。﹁
仁
徳
﹂
仕
事
＝

見
返
り
を
求
め
ず
に
尽
く
す
。

﹁
義
徳
﹂
成
果
＝
誠
実
に
生
き

る
、
裏
切
ら
な
い
、
筋
を
通
す
。

﹁
礼
徳
﹂
希
望
＝
綺
麗
な
言
葉

使
い
を
す
る
、
長
幼
の
序
を
弁

え
る
。﹁
智
徳
﹂
使
命
＝
聡
明

な
勉
強
を
自
ら
率
先
し
て
行

う
。﹁
信
徳
﹂
魅
力
＝
信
頼
を

得
て
人
心
掌
握
、
影
響
力
を
放

ち
唯
一
無
二
の
存
在
に
な
る
。

要
約
す
る
と
﹁
仁
﹂
＝
守
る
、

﹁
礼
﹂
＝
伝
え
る
、﹁
信
﹂
＝
引

き
寄
せ
る
、﹁
義
﹂
＝
攻
め
る
、

﹁
智
﹂
＝
学
ぶ
こ
と
を
本
書
で

紹
介
し
て
い
る
。
帝
王
は
戦
わ

ず
し
て
勝
つ
。
敵
を
作
ら
な
い

と
い
う
学
問
で
も
あ
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
や
人
間
関
係
で
参
考
に
な

る
考
え
方
と
言
え
る
。

　

本
書
は
、
著
者
の
小
池
さ
ん

と
人
生
の
先
行
き
に
な
か
な
か

自
信
の
持
て
な
い
一
人
の
若
者

と
の
問
答
形
式
で
人
生
の
絡
繰

︵
か
ら
く
り
︶
や
運
命
を
変
え

て
い
く
方
程
式
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る
が
、
実
際
の

学
問
で
は
、
規
則
性
の
あ
る
乱

数
表
の
よ
う
な
も
の
を
読
み
解

く
少
し
難
解
そ
う
な
読
解
方
法

を
身
に
つ
け
、
自
分
や
現
代
社

会
の
位
置
付
け
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
本
来

の
目
的
だ
。
帝
王
学
セ
ミ
ナ
ー

を
Ｎ
Ｙ
で
何
度
か
取
材
し
て
誰

に
も
存
在
す
る
天
中
殺
の
受
け

止
め
方
を
知
っ
た
。﹁
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
な
い
不
安
定
な
細
い

道
の
り
を
歩
い
て
い
る
時
期
﹂

と
理
解
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
試
練
や
日
常
の
苦
し
み
も

客
観
視
で
き
た
。
運
命
は
生
き

方
次
第
で
あ
る
と
人
生
観
が
前

向
き
に
な
る
一
冊
だ
。︵
三
浦
︶

運命は生き方次第
小池 康仁・著

 ダイヤモンド社・刊

■ぜんぶ愛。（安藤桃子、集英社インターナショナル）著
名な両親のもとに生まれたがゆえコンプレックスを感じて
いた幼少期、15 歳でイギリスに留学、大学では映画の世
界に飛び込み、その後映画のロケをきっかけに３秒で高知
県に移住を決断。安藤桃子が自身の半生を綴ったエッセイ。
笑って泣ける、心温まる愛に満ちた話。■日本の聖域　ザ・
コロナ（「選択」編集部・編、新潮文庫）国民は知らない、
政界、官界、財界、学界とさまざまな日本の機関の「闇」
部分について言及。互いが絡み合い、しがらみにまみれ、
権力、利権、欲望渦巻く日本の病巣。新聞やテレビでは報
じない、切り込みにくい聖域に追求することで日本の問題
の真相を明らかにする。■中野のお父さんは謎を解くか（北
村薫、文春文庫）出版社の文芸社に務める田川美希は、仕
事で出くわしたミステリアスな未解決事件を高校講師の父
に持ちかける。太宰治作品中の意味不明な言葉、泉鏡花は
なぜ徳田秋声を殴ったのか…。謎解きミステリーとしても
家族の物語としても楽しめる。■奔流の海（伊岡瞬、文藝
春秋）1968 年 7 月 7 日、静岡県を襲った台風により 1 人
の赤ん坊の行方がわからなくなった。それから 20 年、「清
風館」のもとに大学生・坂井裕二がやってくる。一方、旅
館を営む母娘は突然の事故で父を失い悲しみに暮れてい
た。大学生と母娘、過去と現在が絡み合い、あの日豪雨に
襲われた一家の謎が解ける。■不安をしずめる心理学（加藤諦三、PHP 新書）
人は誰でも不安を抱く。特に、いまの時代は新型コロナウイルスの問題もあ
り不安に陥りやすい状況。早稲田大学名誉教授の加藤諦三は、不安の本質を
理解し、正しい解決法を選んだとき人生最高の学びとすることができると述
べる。不安にどう対処するかという人間最大の問題を正面から取り上げた一
冊。■世界を貧困に導く　ウォール街を超える悪魔（ニコラス・シャクソン、
ダイヤモンド社）現代が金融帝国主義の時代であること、それが破綻の瀬戸
際にあることを繰り返し明言。他の産業・社会階層から富を収奪・搾取して
いるのが現代の金融システム。金融関係者の影響力が大きくなるとどうなる
のか。「金融の呪い」について分かりやすく書かれた本。（真鍋遥香）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

３
秒
で
高
知
県
に
移
住
を
決
断
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
報
じ
な
い
、
切
り
込
み
に
く
い

聖
域
に
追
求
。
娘
の
た
め
に
謎
解
く
父
。
１
９
６
８
年
７
月
７
日
、
豪
雨
に
襲
わ
れ
た
一

家
の
謎
。
不
安
に
ど
う
対
処
す
る
か
。
金
融
帝
国
主
義
の
日
本
は
破
綻
の
瀬
戸
際
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ひ
な
祭
り
の
日
、
と
も
こ
ち

ゃ
ん
は
ひ
な
祭
り
が
し
た
く

て
、
画
用
紙
と
お
り
が
み
で
お

雛
様
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
お
雛
様
の
着
物
の
色
を
選

ん
で
い
る
と
、
突
然
風
が
吹
い

て
色
紙
は
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
す
る
と
、
た
ん
ぽ
ぽ

野
原
に
ネ
ズ
ミ
や
ウ
サ
ギ
が
楽

し
そ
う
に
集
ま
っ
て
い
く
の
が

見
え
ま
し
た
。
後
を
つ
け
て
み

る
と
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
も
集

ま
っ
て
と
も
こ
ち
ゃ
ん
が
作
っ

た
お
雛
様
で
ひ
な
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
と
も
こ
ち
ゃ

ん
の
存
在
に
気
づ
い
た
動
物
た

ち
は
ひ
な
祭
り
に
誘
い
、
人
間

も
動
物
も
輪
に
な
っ
て
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
ひ
な
祭
り
が
行
わ

れ
る
の
で
し
た
。

　

色
紙
で
作
っ
た
女
の
子
の
お

雛
様
が
風
に
飛
ば
さ
れ
て
、
た

ん
ぽ
ぽ
野
原
の
動
物
た
ち
の
と

こ
ろ
へ
。
人
間
も
動
物
も
ひ
と

つ
に
な
れ
る
優
し
い
世
界
で
、

ひ
な
祭
り
の
楽
し
い
情
景
を
生

き
生
き
と
伝
え
る
絵
本
。
巻
末

に
は
ひ
な
祭
り
の
由
来
と
﹁
た

ん
ぽ
ぽ
び
な
﹂
の
作
り
方
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
春
に
た

ん
ぽ
ぽ
を
見
つ
け
た
ら
作
っ
て

み
た
く
な
る
。　
　
　

（
高
田
）

ひ
な
祭
り
に
は
手
作
り
の
お
雛
様
を
飾
っ
て

 『のはらのひなまつり』
作・神沢 利子　絵・岩村 和朗

金の星社　1980 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://jmart-usa.com/en/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.idocenter.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

２
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
、
株

式
会
社
バ
ン
タ
ン
と
パ
ル
コ
の

共
同
企
画
﹁
ア
ジ
ア
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵
Ａ

Ｆ
Ｃ
︶﹂
が
15
日
夕
方
か
ら
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
プ
リ
ン
グ
ス

タ
ジ
オ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
２
年

ぶ
り
に
ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
を

行
っ
た
。
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
し
た
。

　

受
賞
参
加
し
た
日
本
人

若

手

デ

ザ

イ

ナ

ー

は

ブ

ラ

ン

ド

名
﹁Y

U
U

N
A

 
IC

H
IK

A
W

A

﹂
の
市
川
結
菜

さ
ん
︵
大
阪
文
化
服
装
学
院
︶、

﹁C
O

C
O

T
O

N
O

﹂
の
深
澤
思

乃
さ
ん
︵
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
東
京
校
︶、﹁D

O
K

K
A

 
vivid

﹂
の
菅
内
の
ど
佳
さ
ん

と
夏
明
豊
さ
ん
︵
大
阪
文
化
服

装
学
院
︶
の
４
人
。
市
川
さ
ん

は
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
﹁
時
代
に
左
右
さ
れ
ず
自
分

を
貫
い
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い

と
、
社
会
が
足
踏
み
を
し
よ
う

と
新
境
地
を
開
拓
し
、
そ
の
社

会
状
況
を
狂
気
と
受
け
止
め
、

そ
の
狂
気
と
精
神
の
若
さ
を
武

器
に
突
き
進
む
﹂
と
述
べ
る
。

深
澤
さ
ん
は
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
面
白
い
画
像
を
集
め
て
い

る
う
ち
に
、
既
視
感
の
あ
る
シ

ー
ン
や
見
慣
れ
た
風
景
で
、
違

和
感
あ
る
何
か
が
起
こ
っ
て
い

る
モ
ノ
は
面
白
い
と
い
う
共
通

項
に
気
付
き
、
こ
れ
が
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
﹂
と
説
明
。

﹁D
O

K
K

A
 vivid

﹂

の

コ

ン
セ
プ
ト
は
﹁LO

V
E

 and 
C

H
O

IC
E

﹂
で
、﹁
ビ
ビ
ッ
ド

カ
ラ
ー
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

環
境
づ
く
り
を
掛
け
合
わ
せ
、

楽
し
く
優
し
い
ス
パ
イ
ス
を
世

界
中
に
届
け
る
﹂
の
が
焦
点
。

　

こ
の
企
画
は
﹁
バ
ン
タ
ン
・

ト
ー
キ
ョ
ー
﹂︵
石
川
巳
取
締

役
会
長
︶
が
２
０
１
２
年
に
４

人
の
日
本
人
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
作
品
を
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
初
出
場
さ
せ
た
の

が
始
ま
り
。
以
後
パ
ル
コ
︵
溝

口
岳
執
行
役
員
︶
と
の
共
同
企

画
と
な
っ
た
Ａ
Ｆ
Ｃ
は
日
本
と

ア
ジ
ア
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

育
て
、
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

界
に
送
り
出
す
と
い
う
意
図
で

こ
れ
ま
で
２
月
の
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
欠
か
す
こ

と
な
く
参
加
し
て
き
た
。
今

回
は
、
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
共
に
韓
国
か
ら
イ
・
ス
ン

ズ
︵SU

N
G

 JU

︶
さ
ん
、
台

湾
の
シ
ェ
ユ
ー
ノ
ン
・
シ
ェ
ミ

ン
ジ
ュ
︵W

ooLeeX

︶
さ
ん
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
グ
レ
ン
ダ
・

ガ
ル
シ
ア
︵G

lenda G
arcia

︶

さ
ん
が
受
賞
、
参
加
し
て
い
る
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江

写
真

：

株
式
会
社
バ
ン
タ
ン

広
報
部
の
提
供
︶

ブ
ラ
ン
ド
名
﹁C

O
C

O
TO

N
O

﹂
の
深
澤
思
乃
さ
ん
の
作
品 

Photo©
Asia Fashion C

ollection / Fernando C
olon

ブ
ラ
ン
ド
名
﹁YUUNA ICHIKAW

A

﹂
の
市
川
結
菜
さ
ん
の
作
品Photo©Asia Fashion Collection / Fernando Colon

ブ
ラ
ン
ド
名
﹁D

O
KKA vivid

﹂
の
菅
内
の
ど
佳
さ
ん
と
夏
明
豊
さ
ん
の
作
品

Photo©
Asia Fashion C

ollection / Fernando C
olon

NY ファッションウィーク

AFC開催
日本とアジアの若手デザイナー

https://tawaramart.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.naturalhealingartists.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
10
日
、

４
年
生
の﹁
二
分
の
一
成
人
式
﹂

を
行
っ
た
。
4
年
生
に
と
っ
て

は
成
人
の
ち
ょ
う
ど
半
分
と
な

る
10
歳
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

あ
る
。

　

ま
ず
、
保
護
者
に
自
分
が
生

ま
れ
た
頃
の
様
子
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
り
、
今
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
出
を
振
り
返
っ
た

り
し
て
、
10
年
間
の
自
身
の
成

長
を
見
つ
め
る
学
習
を
行
っ

た
。﹁
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た

の
は
、家
族
の
支
え
の
お
か
げ
﹂

な
ど
、
周
囲
の
人
の
支
え
に
よ

り
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
き
た
こ

と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
一
人
一
人
が
自
分
の

夢
や
目
標
に
目
を
向
け
、
夢
の

実
現
の
た
め
に
今
自
身
が
で
き

る
こ
と
や
努
力
す
べ
き
こ
と
は

何
か
を
考
え
た
。

　

式
で
は
、
校
長
か
ら
二
分
の

一
成
人
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
人
一
人
が
﹁
感
謝
と

決
意
﹂を
堂
々
と
発
表
し
た
り
、

保
護
者
へ
の
感
謝
を
伝
え
た
り

し
た
。
子
供
た
ち
の
表
情
か
ら

は
希
望
を
も
っ
て
未
来
に
進
も

う
と
す
る
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ

た
。

二
分
の
一
成
人
式

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
４
年
生

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
は
16

日
、
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な

が
ら
今
年
度
最
後
の
参
観
授
業

を
行
っ
た
。
実
際
に
来
校
し
た

保
護
者
に
加
え
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

参
観
し
た
保
護
者
を
加
え
る
と

ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
が
、
国
語

や
社
会
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
授
業

を
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

４
年
生
は
１
／
２
成
人
式
偉

人
式
を
行
っ
た
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
の
前
で
夢
や
感
謝
の

気
持
ち
を
発
表
す
る
場
面
で
、

子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
な

が
ら
も
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
7
時
間
目
に
は
、

児
童
生
徒
会
に
よ
る
1
年
の
振

り
返
り
集
会
が
行
わ
れ
た
。
今

年
度
の
テ
ー
マ
﹁
前
進
全
励
﹂

に
対
す
る
成
長
を
１
人
１
人
が

振
り
返
り
、
自
分
の
言
葉
で
発

表
し
た
。
事
前
に
収
録
し
て
学

年
ご
と
に
ま
と
め
、
全
校
生
の

前
で
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
保

護
者
は
そ
の
様
子
を
各
教
室
か

ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
参
観
し
、
子
ど

も
の
成
長
を
喜
ん
で
い
た
。
参

観
授
業
で
は
、
保
護
者
に
普
段

の
授
業
の
様
子
や
子
ど
も
た
ち

の
成
長
し
た
姿
を
見
せ
る
よ
い

機
会
と
な
っ
た
。

３
学
期
保
護
者

参
観
日
を
実
施
NJ日本人学校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校(

菱
沼
省
二
校
長)

中
等

部
28
人
は
２
月
18
日
、
民
間
航

空
会
社
エ
ン
デ
バ
ー
エ
ア
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
吉
原
竜
太
郎
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、﹁
先
人
に
学

ぶ
﹂
と
題
し
た
講
演
授
業
を
行

っ
た
。
生
徒
た
ち
は
夢
を
持
ち

続
け
る
大
切
さ
に
つ
い
て
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

　

現
在
中
等
部
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
と
し
て
、
７
年
生
は

職
業
調
べ
、
８
年
生
で
は
高
校

調
べ
を
行
っ
て
お
り
、﹁
や
り

が
い
っ
て
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ

う
﹂﹁
意
外
と
わ
か
ら
な
い
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
大
変
さ
っ
て
何
だ

ろ
う
﹂﹁
し
ん
ど
い
と
き
ど
う

や
る
と
い
い
の
だ
ろ
う
﹂
と
い

っ
た
生
徒
た
ち
の
本
音
に
も
、

体
験
談
を
交
え
て
話
を
し
た
。

ま
た
、
吉
原
さ
ん
は
ア
ジ
ア
系

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
支
援
す
る
団

体
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
そ

の
活
動
内
容
も
紹
介
し
た
。
今

後
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
見
つ
け
、

国
際
人
と
し
て
歩
ん
で
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
有
意
義

な
学
習
と
な
っ
た
。

パイロットの仕事を聞く
ＮＪ日本人学校「先人に学ぶ」

学
校
＆
キ
ャ
ン
プ
説
明
会
を
開
催

日
本
語
補
習
校 A

lto

　

昨
年
9
月
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
開
校
し
た

新
し
い
か
た
ち
の
日
本
語
補
習

校 A
lto W

eekend School 

︵
中
村
健
人
校
長
︶
が
、
こ
の

ほ
ど
学
校
説
明
会
を
行
う
。
学

校
説
明
会
は
2
月
26
日
︵
土
︶

午
後
4
時
か
ら
と
3
月
2
日

︵
水
︶
午
前
11
時
30
分
か
ら
の

2
回
、
土
曜
日
の
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
と
水
曜
日
の
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
解

説
す
る
。
ま
た
、
26
日
︵
土
︶

午
後
3
時
20
分
か
ら
は
キ
ャ
ン

プ
説
明
会
を
開
催
し
、
今
年
の

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
と
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
詳
細
と
参
加
の
申
し

込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

https://alto-edu.com
/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に

２
７
２
校
あ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
で
2
月
中
、
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
独
立
行
政
法
人
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
は
公
立
校
だ
が
、
市
の

教
育
予
算
か
ら
で
は
な
く
、
市

民
の
税
金
や
寄
付
、
基
金
か
ら

財
源
が
賄
わ
れ
て
い
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
学
級
内
の
生
徒
数

な
ど
を
私
立
学
校
の
よ
う
に
独

自
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
子

供
た
ち
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
や
教

育
的
発
達
に
合
わ
せ
て
授
業
が

で
き
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

公
開
期
間
中
は
、
授
業
参
観
で

児
童
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る
と

と
も
に
学
校
独
自
の
教
育
方
針

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
入
学
希
望
者
の
見
学
も
可

能
だ
。
学
校
を
運
営
す
る
チ
ャ

ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
市
内
5
区
全
体
で
黒

人
生
徒
の
25
％
が
チ
ャ
ー
タ
ー

ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
と
い

う
。
最
高
経
営
責
任
者
の
ジ
ェ

ー
ム
ズ
・
メ
リ
ー
マ
ン
氏
は﹁
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
歴
史
的
試

練
に
も
関
わ
ら
ず
市
内
の
チ
ャ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
数
は
9
％
増

加
し
た
。
こ
れ
は
２
７
２
校
の

教
師
た
ち
に
よ
る
弛
ま
ざ
る
努

力
の
結
果
だ
﹂
と
述
べ
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｎ
Ｙ
市
内
で
増
加
傾
向

https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://villagewellusa.com
http://www.jwsny.org
http://www.gwjs.org
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北 米 伊 藤 園 新 俳 句 グランプリ2 0 2 2 は 、米 国 東 部 時 間 2 0 2 2 年 1月1日1 2 : 0 0 A M
から2022年10月31日11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

2 2/1/22 2/28/22 11:59:59pm 2/28/22

3 3/1/22 3/31/22 11:59:59pm 3/31/22

4 4/1/22 4/30/22 11:59:59pm 4/30/22

5 5/1/22 5/31/22 11:59:59pm 5/51/22

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

2 2/1/22 3/4/22 3/5/22 7 7 7

3 3/1/22 4/6/22 4/7/22 7 7 7

4 4/1/22 5/5/22 5/6/22 7 7 7

5 5/1/22 6/6/22 6/7/22 7 7 7

6 6/1/22 7/6/22 7/7/22 7 7 7

7 7/1/22 8/4/22 8/5/22 7 7 7

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

吾あ

こ子
二
人 

頬
す
り
寄
せ
て 

初
鏡 高

尾
利
子  

Ｎ
Ｙ
州

古
墨
の
香 

殊こ
と

に
匂
い
の 

初
硯    

岡
部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

凍
土
や 

縄
文
人
の 

暖
の
跡   

森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

悴
ん
だ 

指
と
フ
ァ
ス
ナ
ー 

戯
れ
る 

　

太
田
尚
志  

Ｎ
Ｙ
州

と
よ
と
よ
や 

め
で
た
き
洟
を 
す
す
り
や
る
　
　
　

澪
つ
く
し  

Ｎ
Ｙ
州

指
の
跡 

孫
と
作
っ
た 

鏡
も
ち太

田
久
美
子  

Ｎ
Ｊ
州

湖
の 

絵
と
医
師
を
待
つ 

七
日
午
後

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

と
も
だ
ち
と 

風
に
お
さ
れ
て 

歩
く
町
　

松
井
七
菜
子  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
２
　
８
歳
︶

　

 

玄
関
で 

犬
と
ね
転
び 

日
向
ぼ
っ
こ
　

高
橋
薫
平  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
３
　
９
歳
︶

秋
風
よ 

真
っ
赤
な
ぼ
く
を 

と
ば
す
な
よ

明
渡
真
信  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　

9
歳
︶

ど
ん
て
ん
を 

き
り
さ
き
上
が
る 

や
っ
こ
だ
こ 

谷
村
弘
誠  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５
　
10
歳
︶ 

も
う
来
た
か 

冬
の
冷
た
い 

あ
の
風
が 

ブ
シ
ュ
ナ
ク
ウ
サ
イ
ド  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
11
歳
︶

団
栗
を
忘
れ
て 

カ
ラ
カ
ラ 

洗
濯
機
　

前
田
英
美  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
中
２
　
14
歳
︶

眩
し
さ
に 

起
こ
さ
れ
外
は 

銀
世
界
　

村
田
ロ
バ
ー
ト
浩
輝  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
17
歳
︶

� rst warm day
breezy small talk
with the fenceline cows

─Julie Schwerin, WI
  
pelting rain--
I catch a ghostly glimpse
of Dad’s umbrella

─Ruth Holzer, VA

edge of the rice pot
quietly steaming . . .
hazy moon

─Barrie Levine,MA 
 
chilly morning
rising from the bakery
co� ee and yeast

─Stephanie Visaya Bose, HI

 stargazing—
a night owl dives
into the milky way

─Rick Jackofsky, NY　
 
cli�  walk
the perilous edge
between us

─Kat Lehmann,CT
 
2 am
the scarecrow keeps
a solitary vigil
─Valentina Ranaldi-Adams, OH　

「1月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の1月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き2月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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 本欄への相談は

●公益財団法人 
　海外子女教育振興財団（JOES）

　www.joes.or.jp
　【教育相談】

　E メール sodanjigyo@joes.or.jp

Ｑ　

海
外
で
日
本
の
学
習
を
ど

の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

Ａ　

日
本
と
異
な
る
環
境
の
中

で
日
本
語
や
日
本
の
学
習
を
続

け
る
こ
と
は
、
ど
こ
の
ご
家
庭

に
と
っ
て
も
悩
ま
し
い
問
題
で

す
。
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

の
外
国
語
保
持
教
室
に
通
っ
て

い
る
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
実

施
し
た
﹁
海
外
滞
在
中
の
日
本

の
学
習
﹂
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
、
ご
家
庭
で

の
日
本
の
学
習
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
﹁
海
外
滞

在
中
に
ど
れ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス

で
日
本
の
勉
強
を
行
っ
て
い
ま

し
た
か
﹂
﹁
帰
国
後
そ
の
勉
強

が
役
立
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
か
﹂
﹁
忙
し
い
海
外
生
活
の

中
、
日
本
の
勉
強
を
続
け
る
た

め
に
あ
な
た
が
意
識
し
た
こ
と

や
工
夫
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
﹂
等
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

﹁
海
外
滞
在
中
に
日
本
の
勉

強
を
行
っ
て
い
た
ペ
ー
ス
﹂
に

つ
い
て
の
回
答
は
、
週
１
〜

２
回
が
小
学
２
・
３
年
生
で
は

52
・
６
％
、
小
学
４
〜
６
年
生

で
は
53
・
８
％
、
中
学
生
で
は

33
・
３
％
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
毎

日
の
回
答
は
、
小
学
２
・
３
年

生
で
は
31
・
６
％
、
４
〜
６
年

生
で
は
42
・
３
％
、
中
学
生
で

は
55
・
６
％
で
し
た
。
︵
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
帰
国
生
に
対
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
海

外
滞
在
時
の
学
年
は
記
載
し
た

学
年
以
下
で
す
︶
﹁
週
１
〜
２

回
﹂
の
回
答
が
多
い
の
は
、
補

習
授
業
校
や
塾
へ
の
通
学
・
宿

題
に
要
し
た
日
数
の
よ
う
で
す

が
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

受
験
を
意
識
す
る
た
め
か
、﹁
ほ

ぼ
毎
日
﹂
と
答
え
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

﹁
帰
国
後
そ
の
勉
強
が
役
立

っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
か
﹂

と
い
う
質
問
に
、
﹁
実
感
あ
り
﹂

と
答
え
た
割
合
は
、
小
学
２
・

３
年
生
は
１
０
０
％
、
４
〜
６

年
生
で
は
84
・
６
％
、
中
学
生

で
は
83
・
３
％
と
い
ず
れ
も
海

外
滞
在
中
の
日
本
の
学
習
の
効

果
を
帰
国
後
実
感
し
て
い
る
帰

国
生
が
多
い
で
す
。

 

﹁
日
本
の
勉
強
を
続
け
る
た
め

に
意
識
し
た
こ
と
や
工
夫
し
た

こ
と
﹂
と
し
て
は
、

■
小
学
生
の
回
答

・
家
の
中
で
は
完
全
に
日
本
語

で
話
し
、
日
本
の
ル
ー
ル
で
生

活
し
た
。

・
補
習
授
業
校
で
お
友
達
と
一

緒
に
勉
強
し
た
。

・
日
本
人
の
お
友
達
と
勉
強
の

機
会
を
作
っ
た
。

・
両
親
が
一
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
く
れ
て
一

緒
に
勉
強
し
て
く
れ
た
。

・
算
数
、
国
語
は
一
日
１
ペ
ー

ジ
、
時
々
２
ペ
ー
ジ
の
少
量
を

基
本
と
し
た
。

・
通
信
教
育
を
続
け
た
。

・
日
本
語
の
本
や
漫
画

・
日
本
の
絵
本
や
図
鑑

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
無
料

の
漢
字
練
習
、
算
数
の
問
題
な

ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
勉
強

し
た
。

・
日
本
語
で
絵
日
記
や
日
記
を

毎
日
書
い
た
。

・
祖
父
母
に
手
紙
を
書
い
た
。

・
作
文
や
俳
句
な
ど
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
積
極
的
に
参
加
し

た
。

■
中
学
生
の
回
答

・
帰
宅
後
は
現
地
校
の
宿
題
に

追
わ
れ
時
間
が
取
れ
な
い
の

で
、
朝
登
校
前
に
取
り
組
む
習

慣
を
つ
け
た
。

・
通
信
教
育
を
申
し
込
み
、
最

低
こ
れ
だ
け
は
や
ろ
う
と
決
め

て
取
り
組
ん
だ
。

・
毎
日
国
語
の
教
科
書
を
読
ん

だ
。

・
毎
日
漢
字
の
小
テ
ス
ト
︵
10

問
︶
を
や
っ
た
。

・
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
利
用

し
、
決
め
た
時
間
内
に
日
本
の

勉
強
を
し
た
。

・
や
る
量
を
決
め
て
、
そ
れ
を

◯
日
間
続
け
た
ら
欲
し
い
も
の

を
買
っ
て
も
ら
う
と
い
う
約
束

を
し
た
ら
続
け
ら
れ
た
。

・
何
か
を
達
成
し
た
ら
、
日
本

の
お
菓
子
を
食
べ
た
り
、
日
本

語
の
漫
画
や
雑
誌
を
読
ん
だ
。

　

高
学
年
に
な
る
と
、
お
子
さ

ん
本
人
が
学
習
の
目
標
、
計
画

を
立
て
、
自
発
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
様
子
が
回
答
か
ら
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
最
後
に
ア
ン
ケ

ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
た
中
学

生
か
ら
今
ま
さ
に
海
外
で
頑
張

っ
て
い
る
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
紹
介
し
ま
す
。﹁
現
地
で

貴
重
な
体
験
を
し
て
い
る
と
思

う
の
で
、
是
非
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
帰
国
後
に
自

分
が
困
ら
な
い
よ
う
に
毎
日
少

し
だ
け
で
い
い
の
で
日
本
の
勉

強
を
し
た
り
、
読
書
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
読
書
は
お
す
す

め
で
す
﹂。

海外での日本語や日本の
学習方法について

海外子女教育振興財団

植野美穂 教育相談員

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
ジ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
、
９

日
に
﹁
長
縄
記
録
会
﹂
を
行
っ

た
。
体
力
向
上
の
一
環
と
し
て

１
月
上
旬
か
ら
約
１
か
月
を
縄

跳
び
月
間
と
し
、
各
学
年
が
自

分
た
ち
の
目
標
を
設
定
し
て
練

習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
縄
の

回
し
手
を
誰
が
務
め
る
の
か
、

跳
ぶ
順
番
は
ど
う
す
る
と
よ
い

の
か
、
縄
の
長
さ
は
ど
れ
く
ら

い
が
よ
い
の
か
等
、
記
録
を
伸

ば
す
た
め
に
試
行
錯
誤
し
て
練

習
に
励
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

大
会
当
日
は
見
事
に
目
標
を

達
成
し
た
学
年
、
惜
し
く
も
目

標
に
は
届
か
な
か
っ
た
学
年
が

あ
る
が
、
ど
の
学
年
も
練
習
開

始
当
初
か
ら
大
幅
に
記
録
を
伸

ば
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
た
過
程
に
は
確

か
な
技
能
の
向
上
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
集
団
で
目
標
達
成
を

目
指
す
楽
し
さ
や
、
そ
の
難
し

さ
も
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
17

日
、
６
年
生
を
送
る
会
を
開
催

し
た
。
２
年
ぶ
り
に
初
等
部
児

童
全
員
が
集
ま
っ
て
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
、
児
童
は
﹁
卒
業

お
め
で
と
う
﹂
と
﹁
今
ま
で
あ

り
が
と
う
﹂
の
気
持
ち
を
胸

に
、
各
学
年
か
ら
歌
や
呼
び
か

け
の
出
し
物
を
行
い
、
６
年
生

の
門
出
を
祝
っ
た
。
工
夫
を
凝

ら
し
た
学
年
ご
と
の
出
し
物
や

集
会
体
育
委
員
会
に
よ
る
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
っ
た
。
６
年
生

は
各
学
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

合
奏
、
合
唱
を
披
露
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
努
力
の
成
果
を
発
揮

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
、
会
は
大
成
功
を

納
め
た
。
最
後
に
大
き
な
拍
手

で
見
送
ら
れ
る
６
年
生
の
笑
顔

と
少
し
の
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
横
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

６年生を送る会
NY日本人学校で

長縄記録会
NY日本人学校で

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
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こ
こ
し
ば
ら
く
私
は
、
冬
休

み
や
夏
休
み
を
だ
ら
だ
ら
と
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
っ
て
か
ら

外
出
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
不
規
則
な
生
活
を
送
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

二
〇
二
一
年
の
冬
休
み
は
規
則

正
し
く
、
き
ち
ん
と
し
た
毎
日

を
過
ご
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
早
寝
早
起
き

を
意
識
し
ま
し
た
。
現
地
校

が
あ
る
朝
は
朝
六
時
に
起
き

て
、
夜
十
一
時
前
に
寝
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
習
慣
が

身
に
着
い
た
の
か
、
朝
は
七
時

前
に
起
き
る
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
。
夜
も
夜
更
か
し
せ
ず
、

十
二
時
前
に
寝
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
計
画
性
の
あ
る
冬
休

み
に
し
よ
う
と
思
っ
て
、
計
画

表
を
毎
日
書
い
て
い
ま
し
た
。

部
屋
に
掃
除
機
を
か
け
る
、
何

時
か
ら
何
時
ま
で
宿
題
、
勉
強

を
す
る
な
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、

宿
題
も
期
限
ま
で
に
提
出
で
き

て
、
最
終
日
に
慌
て
て
取
り
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
ス
マ
ホ
を
見
る
時

間
を
減
ら
し
ま
し
た
。
一
日
中
、

暇
さ
え
あ
れ
ば
触
っ
て
し
ま
う

の
で
、
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

置
い
て
お
い
た
り
、
時
間
を
決

め
た
り
し
て
、
一
日
三
時
間
を

上
回
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
寝
る
一
時
間
前
か
ら
画

面
を
見
る
の
を
や
め
た
方
が
い

い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
し
た
お
陰

で
、﹁
今
年
も
だ
ら
だ
ら
し
す

ぎ
た
ー
﹂
と
い
う
罪
悪
感
を
感

じ
ず
に
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
休
み
は
旅
行
に
出

か
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、

大
し
た
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
毎
日
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
夏
休
み
や
冬
休
み
も
今

回
の
よ
う
に
過
ご
す
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
５
年
３
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

雲
の
上
を
貫
く
ほ
ど
壮
大
な

山
々
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
の
岩
、
見
渡

す
限
り
深
緑
色
の
木
々
。
ひ
ん

や
り
と
冷
た
く
澄
ん
だ
空
気
、

自
分
の
顔
が
く
っ
き
り
と
映

り
、
鏡
の
よ
う
に
綺
麗
で
清
ら

か
な
湖
。
山
頂
は
空
気
が
薄
く
、

慣
れ
な
い
ぼ
く
に
は
少
し
苦
し

い
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
斜

面
に
は
エ
ル
ク
や
ビ
ッ
グ
ホ
ー

ン
シ
ー
プ
の
群
れ
が
伸
び
伸
び

と
ぜ
い
沢
に
暮
ら
し
て
い
る
様

子
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
の
夏
、
僕
が
家

族
と
行
っ
た
ロ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
国
立
公
園
で
見
た
風
景
で

す
。
そ
れ
は
人
の
手
に
よ
っ
て

整
え
ら
れ
た
公
園
で
は
な
く
、

自
然
を
で
き
る
だ
け
あ
り
の
ま

ま
残
す
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る

公
園
だ
そ
う
で
す
。
ぼ
く
た
ち

は
、
そ
こ
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
、

雄
大
な
景
色
を
こ
の
目
に
焼
き

付
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
旅
の
途
中
、

ぼ
く
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
正
直
、
不

便
だ
と
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。

例
え
ば
ト
イ
レ
で
す
。
公
園
内

の
ト
イ
レ
は
普
通
の
水
洗
ト
イ

レ
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
﹁
ボ

ッ
ト
ン
便
所
﹂
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
手
を
洗

え
る
場
所
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
電
波
も
非
常
に
弱
く
、

ハ
イ
キ
ン
グ
中
、
奥
に
進
む
と

電
波
は
も
う
全
く
届
か
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
駐
車
場
も
少

な
く
、
整
備
さ
れ
た
道
路
と
は

ほ
ど
遠
い
よ
う
な
、
ガ
タ
ガ
タ

の
道
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
途
中
で
喉
が
渇
い

た
り
、
お
腹
が
す
い
て
も
、
広

大
な
公
園
の
中
に
は
飲
み
物
や

食
べ
物
が
売
っ
て
い
る
よ
う
な

お
店
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
は
ど
う
し
て
不
便
な
の

だ
ろ
う
と
、
ぼ
く
は
考
え
ま
し

た
。
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
電
波
を
通
す
た
め
に

は
、
山
を
開
拓
し
て
木
々
を
切

ら
な
い
と
い
け
な
い
、
水
洗
ト

イ
レ
に
す
る
た
め
に
も
、
下
水

道
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

山
の
中
に
お
店
が
あ
っ
て
食

べ
物
を
売
っ
て
い
れ
ば
、
ゴ
ミ

も
増
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ

う
い
う
便
利
さ
を
求
め
る
こ
と

は
、
今
あ
る
自
然
を
壊
す
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
な
る
ほ
ど
、
き
っ
と
こ

れ
は
な
る
べ
く
自
然
を
守
り
、

動
物
た
ち
を
保
護
す
る
た
め
の

工
夫
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
、
流
れ

る
ト
イ
レ
や
電
気
の
あ
る
生

活
、
そ
し
て
、
車
を
使
う
生
活

は
便
利
で
当
た
り
前
の
日
常
だ

け
れ
ど
、
地
球
上
で
は
確
実
に

進
ん
で
い
る
環
境
問
題
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
土
地
開
発
や
便
利
さ
を

求
め
て
森
林
を
切
り
開
く
こ
と

で
、
森
林
破
壊
が
進
み
、
野
生

動
物
の
減
少
も
引
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
森
林
の

中
で
は
、
多
く
の
希
少
な
生
物

が
バ
ラ
ン
ン
ス
を
保
っ
て
共
存

し
て
い
る
た
め
、
も
し
一
種
で

も
生
物
が
い
な
く
な
れ
ば
、
次

第
に
他
の
種
も
絶
滅
し
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と

は
、
森
林
に
は
﹁
地
球
温
暖
化
﹂

の
進
行
を
食
い
止
め
る
力
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
で

起
き
て
い
る
環
境
問
題
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
け
れ
ど
中
で
も
深
刻

な
も
の
は
地
球
温
暖
化
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖
化
は
生

態
系
に
と
て
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
気
温

が
上
昇
す
る
と
、
北
極
や
南
極

の
氷
が
溶
け
ま
す
。
そ
の
せ
い

で
世
界
中
の
海
面
が
上
が
り
、

何
十
年
後
は
大
陸
や
島
は
少
し

ず
つ
海
か
ら
飲
み
込
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
氷
が

溶
け
る
こ
と
で
北
極
や
南
極
に

住
む
動
物
た
ち
の
居
場
所
が
な

く
な
り
ま
す
。
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ

マ
が
そ
の
例
で
す
。
氷
が
溶
け

て
し
ま
っ
た
せ
い
で
、
氷
上
で

は
な
く
泳
い
で
魚
な
ど
を
取
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
間
に
命
を

落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

は
今
、
絶
滅
危
惧
種
と
も
言
わ

　

僕
が
座
右
の
銘
に
し
た
い

言
葉
は
、﹁
一
意
専
心
﹂
で
す
。

こ
れ
は
、
四
年
生
の
時
に
習
っ

た
四
字
熟
語
の
一
つ
で
す
。

　

僕
が
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
理

由
は
、
自
分
の
集
中
力
と
決
心

を
強
め
た
い
か
ら
で
す
。
昔
、

テ
コ
ン
ド
ー
で
の
初
め
て
の
試

合
で
戦
っ
た
時
に
、
自
分
よ
り

帯
の
ラ
ン
ク
が
三
つ
上
の
人
と

の
対
戦
で
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
ス
タ
ミ
ナ
と
力
が
足

り
な
か
っ
た
の
で
、
大
差
を
つ

け
ら
れ
て
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
師
範
に
努
力
が

足
り
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、
毎
週
受
け
る
ク

ラ
ス
を
増
や
し
て
、
も
っ
と
練

習
を
積
み
重
ね
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
中
々
上
手
に

な
れ
な
か
っ
た
の
で
、
少
し
決

心
が
ゆ
ら
い
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
四
年
生
で
四
字
熟
語

を
習
い
始
め
ま
し
た
。
そ
の

中
に
、﹁
一
意
専
心
﹂
が
あ
り
、

僕
は
、
こ
の
言
葉
が
一
番
記
憶

に
残
り
ま
し
た
。
確
か
に
考
え

て
み
る
と
、
僕
は
テ
コ
ン
ド
ー

の
練
習
で
疲
れ
る
と
、
少
し
休

む
時
が
あ
り
ま
す
。
師
範
に
言

わ
れ
た
通
り
、
努
力
が
足
り
な

い
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

僕
の
対
戦
相
手
は
、
疲
れ
て

い
て
も
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
人

で
し
た
。
そ
う
い
う
人
に
な
り

た
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、
力

を
つ
け
、
他
の
相
手
と
練
習
し

始
め
ま
し
た
。
一
年
が
経
っ
て
、

同
じ
対
戦
相
手
と
出
会
い
ま
し

た
。
試
合
の
結
果
、
倒
れ
ず
に
、

引
き
分
け
で
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
進
む

と
い
い
結
果
が
で
る
と
分
か
り

ま
し
た
。

　

僕
は
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出

す
と
、
い
い
結
果
が
出
せ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
力
量

よ
り
多
く
戦
っ
た
り
、
挑
戦
し

た
り
し
た
い
で
す
。﹁
一
意
専

心
﹂
を
こ
れ
か
ら
の
座
右
の
銘

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
環
境
を
守
る
た
め
に
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

奏

ス
ク
ー
ル
バ
ス

毎
日
あ
り
が
と
う

毎
日
学
校
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

毎
日
お
う
ち
に
つ
れ
て
帰
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

み
ん
な
の
っ
て
な
く
て
も

元
気
で
い
て
ね

が
た
が
た
し
て
も

大
好
き
だ
よ

バ
ス
は
ぼ
く
の
友
だ
ち
だ

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
８
年
︶
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 ﹁
座
右
の
銘
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保　

漣

 ﹁
今
年
の
冬
休
み
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

希
乃
帆　

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず

ぼ
く
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

何
と
い
っ
て
も
﹁
今
起
き
て
い

る
問
題
を
知
る
こ
と
﹂
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の

生
活
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
る
こ
と
。
例
え
ば
、
使

っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
を
消

し
た
り
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
電
気

を
必
要
と
す
る
物
を
な
る
べ
く

使
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
で
す
。
電
気
を
使
う
と
、
そ

の
燃
料
を
使
う
こ
と
で
二
酸
化

炭
素
を
空
気
中
に
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。
放
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
量
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
球
を
守
る
オ
ゾ
ン
層
が
少
し

ず
つ
破
壊
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

地
球
の
気
温
が
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
中
に
も
っ
と
木
を

植
え
た
り
、
木
々
を
守
る
こ
と

も
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
森
林

は
、
光
合
成
に
よ
り
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て
く
れ

て
、
酸
素
を
放
出
し
て
く
れ
る

た
め
で
す
。

　

今
回
の
旅
行
で
、
ア
メ
リ
カ

の
大
自
然
が
あ
ふ
れ
る
雄
大
な

光
景
を
目
に
し
感
動
し
た
一

方
で
、
日
常
か
ら
か
け
離
れ
た

不
便
さ
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、
ぼ
く
は
環
境
問
題
と
向

き
合
う
い
い
き
っ
か
け
を
も
ら

い
ま
し
た
。﹁
人
が
よ
り
生
活

し
や
す
い
世
の
中
に
な
る
た
め

に
﹂
と
思
っ
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

ぼ
く
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
球

の
環
境
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

普
段
の
自
分
の
行
動
に
気
を
つ

け
な
が
ら
、﹁
環
境
問
題
の
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
﹂
と
い

う
こ
と
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
い

ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　
　

︵
滞
米
11
年
６
か
月
︶
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 ﹁
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

毎
日
あ
り
が
と
う
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

ル
イ
敏　

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
レ
ン
ト
の
ア
パ
ー
ト
を
探
す
。
駅
か

ら
近
く
て
綺
麗
で
安
全
で
値
段
が
手
頃
な
物
件
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
電
車
で
40
分
く
ら
い
。
そ
う
す

る
と
タ
カ
ホ
と
い
う
街
が
浮
上
す
る
。
写
真
の
部
屋
は
、
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
の
賃
貸
で
、
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
８
５
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
の
広
い
ユ
ニ
ッ
ト
。
屋
外
に
指
定
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
夏

は
プ
ー
ル
が
利
用
で
き
る
。
タ
カ
ホ
駅
か
ら
０
・
２
マ
イ
ル
で
徒

歩
４
分
と
至
近
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
ビ
ル
で
、
学
校
区
は
イ

ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
。

　

タ
カ
ホ
は
１
８
０
０
年
代
、
良
質
な
タ
カ
ホ
マ
ー
ブ
ル
が
採

掘
さ
れ
る
石
切
り
場
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
起
伏
の
多
い
土
地
だ

が
、
駅
か
ら
こ
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
ま
で
は
平
坦
な
道
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
直
ぐ
後
ろ
に
は
景
観
の
良
い
ブ
ロ

ン
ク
ス
・
リ
バ
ー
・
パ
ー
ク
の
遊
歩
道
、
野
球
場
や
プ
レ
イ
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
隣
接
し
て
お
り
、
郊
外
生
活
を
満
喫
で
き
る
。
家
賃
は

２
３
０
０
ド
ル
と
Ｎ
Ｙ
市
内
よ
り
手
頃
な
価
格
に
な
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル　

info@
shoenrealty.com

　

古
旗
︵
こ
ば
た
︶
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

郊
外
の
ア
パ
ー
ト
で
快
適
な
暮
ら
し

Coleman Portable Camping Dual Fuel 
Powerhouse $190.00

Coleman Premium Powerhouse Dual Fuel 
Lantern$109.99
Coleman 32-oz Premium Blend Fuel$9.99

Coleman 
Trailhead II 
Cot $59.99

お勧めキャンプ用品
　夏に向けてキャンピング用品の準備をするならそろ
そろ。テント以外で自前で揃える３大必需品は調理コ
ンロ、ランタン、簡易ベッド。米メーカーのコールマ
ンがクラシックなアイテムを製造販売している。

　調理コンロ（stove）
とランタンは共通の専
用燃料が必要。通販で
購入できるのは 32 オ
ンスボトルまで。予備
に２本ほどあると余裕。
簡易ベッドをテントに
入れるだけで快適な睡
眠が確保できる。すべ
てアマゾンで購入可能。

mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:info@shoenrealty.com%E3%80%80%E5%8F%A4%E6%97%97%EF%B8%B5%E3%81%93%E3%81%B0%E3%81%9F%EF%B8%B6%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:commercial@redacinc.com
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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コ
ロ
ナ
で
在
宅
ワ
ー
ク
が
増

え
て
家
に
籠
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
仕
事
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
も
、
家
庭
内
の
平
和
維
持
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
皆

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
認
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
同
僚
や
友
達
、
つ
ま
り
他

人
と
一
緒
に
い
る
時
に
は
出
て

こ
な
い
イ
ラ
イ
ラ
を
、
な
ぜ
家

族
に
は
平
気
で
ぶ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
、
外
で
本
当
の
自
分
で

は
な
い
誰
か
良
い
人
の
フ
リ
を

す
る
こ
と
で
疲
労
困
憊
し
、
緊

張
し
て
い
る
間
は
出
な
い
イ
ラ

イ
ラ
が
、
帰
宅
し
て
ち
ょ
っ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
に
箍
が
外

れ
た
状
態
に
な
っ
て
小
爆
発
を

お
こ
す
の
で
す
。
そ
の
人
の
本

音
と
建
て
前
の
差
が
大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
、
家
庭
内
で
表

現
さ
れ
る
イ
ラ
イ
ラ
爆
弾
の
威

力
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
愛
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
安
心
で
き
る
相
手
に
爆
弾
を

投
げ
つ
け
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。﹁
そ
れ
が
い
け
な
い
こ
と

だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
気

が
付
い
た
ら
や
っ
て
し
ま
っ
た

自
分
が
い
る
ん
で
す
﹂
と
、
皆

さ
ん
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

家
庭
内
不
和
の
原
因
は
、
食
生
活
に
あ
り

　

こ
の
不
可
思
議
な
悪
い
習
性

の
連
鎖
の
始
ま
り
は
、
実
は
食

べ
物
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の

言
動
、
習
性
、
立
ち
居
振
る
舞

い
の
元
は
、食
べ
物
な
の
で
す
。

﹁
あ
な
た
は
食
べ
た
も
の
で
出

来
て
い
る
︵Y

ou A
re W

hat 
Y

ou E
at!

︶﹂
で
す
か
ら
。
特

に
サ
ラ
ダ
油
の
摂
り
過
ぎ
は
要

注
意
。
あ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
っ
た
黄
色
い
液
体
の
こ
と
で

す
。
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

菓
子
、
コ
ー
ヒ
ー
用
の
ク
リ
ー

ム
な
ど
の
多
く
の
加
工
食
品
な

ど
の
材
料
に
含
ま
れ
る
植
物
油

脂
も
サ
ラ
ダ
油
で
す
。
こ
の
危

険
性
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
・

サ
ー
チ
し
て
み
ま
す
と
、
賛
否

両
論
、
山
の
よ
う
な
記
事
が
見

つ
か
り
ま
す
。
で
も
、
一
番
良

い
の
は
、
ご
自
分
で
実
際
に
試

し
て
み
る
こ
と
で
す
。
２
〜
３

週
間
ほ
ど
サ
ラ
ダ
油
を
断
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
サ
ラ
ダ
油
は

脳
の
抗
酸
化
シ
ス
テ
ム
を
破
壊

し
て
し
ま
い
ま
す
。
脳
の
健
全

な
機
能
は
、
新
鮮
な
抗
酸
化
物

質
の
安
定
し
た
供
給
を
必
要
と

し
ま
す
が
、
サ
ラ
ダ
油
は
脳
の

抗
酸
化
物
質
を
使
い
果
た
し
て

し
ま
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ

る
ダ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
っ

て
、
結
果
的
に
ひ
ど
い
炎
症
を

起
こ
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
脳
の
炎
症
が
、
理
由
の
な

い
イ
ラ
イ
ラ
し
た
感
情
を
作
り

出
す
の
で
す
。
散
々
イ
ラ
イ
ラ

　

今
日
は
、south

︵
南
、
米

国
南
部(

諸
州)

、
南
極
地
方
︶

の
発
音
で
、
通
じ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
原
因
と
、
簡
単
な
解
決

方
法
を
お
教
え
し
ま
す
。

　

こ
の
単
語
、
日
本
人
の
場
合

はth

音
の
発
音
ば
か
り
を
心

配
し
が
ち
で
す
が
、
根
本
原

因
はth

の
舌
そ
の
も
の
で
は

が
ど
こ
ま
で
上
が
っ
て
い
る
か

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

日
本
語
で
﹁
サ
ウ
ス
﹂
と
発

音
す
る
と
﹁
ウ
﹂
の
部
分
で
下

あ
ご
が
上
が
り
ま
す
。
英
語
は

日
本
語
に
比
べ
、
舌
の
横
幅
を

広
げ
て
使
う
言
語
な
の
で
す

が
、
日
本
語
の
﹁
ウ
﹂
の
あ
ご

の
上
げ
方
で
は
、
上
下
の
歯
の

間
が
近
づ
き
、
舌
横
の
居
場
所

が
な
く
な
る
こ
と
で
、
舌
は
真

ん
中
に
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
正
し
いth

の

舌
を
作
れ
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
単
語
のs

音
とth

音

の
間
に
入
る
二
重
母
音
の
間

は
、
顎
は
ぶ
ら
さ
げ
っ
ぱ
な
し

で
、
代
わ
り
に
下
唇
を
イ
ラ
ス

ト
の
要
領
で
ツ
ル
ッ
と
滑
ら
せ

る
こ
と
だ
け
で
、
音
色
を
変
え

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

一
日
一
語
で
十
分
な
の
で
、

堂
々
と
発
音
で
き
る
、
日
常

使
う
英
単
語
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！ 

ア
メ
リ
カ

英
語
発
音
に
関
し
て
の
詳
し

い
説
明
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(slidem
ethod.com

)

よ
り
無

料
動
画
を
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

south

のth

音
の
コ
ツ

な
く
、th

の
舌
を
作
る
直
前

の
口
の
開
け
方
に
あ
り
ま
す
。

south

のth

音
の
直
前
、
顎

8

245

 　
ユ
ー
ミ
ン
こ
と
松
任
谷
由
実

さ
ん
の
毎
年
の
苗
場
の
ラ
イ
ブ

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
プ
ラ
チ
ナ

チ
ケ
ッ
ト
。
抽
選
で
な
か
な
か

予
約
が
取
れ
な
い
。
そ
れ
を
友

人
が
当
て
た
。
わ
た
し
た
ち
の

年
代
に
と
っ
て
、
ユ
ー
ミ
ン
は

や
っ
ぱ
り
カ
リ
ス
マ
で
あ
り
女

王
様
。
そ
し
て
、
苗
場
は
ユ
ー

ミ
ン
と
ユ
ー
ミ
ン
フ
ァ
ン
の
聖

地
。
苗
場
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
ラ
イ
ブ
の

魅
力
は
、
ユ
ー
ミ
ン
と
の
距
離

が
近
い
こ
と
。

　

今
回
の
苗
場
の
ラ
イ
ブ
は
、

42
回
目
だ
っ
た
ら
し
い
。
も
っ

と
驚
い
た
の
は
、
ユ
ー
ミ
ン
が

デ
ビ
ュ
ー
50
年
目
だ
と
い
う
こ

と
。﹁
い
っ
た
い
、
何
歳
な
ん

だ
ろ
う
﹂
と
調
べ
る
と
、
ど
う

も
68
歳
ら
し
い
。
で
も
、
ま
っ

た
く
年
齢
な
ん
て
感
じ
さ
せ
な

い
。
黒
の
パ
ン
ツ
も
似
合
っ
て

い
る
し
、
白
い
フ
リ
ル
の
ド
レ

ス
姿
も
可
愛
い
。

　

さ
て
、
こ
の
ラ
イ
ブ
、
夜
の

21
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。﹁
な

ぜ
、
こ
ん
な
時
間
に
ス
タ
ー
ト

す
る
の
だ
ろ
う
﹂
と
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

こ
の
ラ
イ
ブ
が
ス
タ
ー
ト
し
た

時
は
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
25

歳
。
昼
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
晩

ご
は
ん
を
食
べ
て
か
ら
の
デ
ィ

ス
コ
や
ラ
イ
ブ
が
楽
し
か
っ

た
。
だ
か
ら
ラ
イ
ブ
も
21
時
か

ら
始
ま
る
。

　

も
っ
と
も
、
今
も
ラ
イ
ブ
に

行
く
メ
ン
バ
ー
は
私
た
ち
も
含

め
て
50
代
、60
代
が
ほ
と
ん
ど
。

ス
キ
ー
も
せ
ず
に
ユ
ー
ミ
ン
の

ラ
イ
ブ
の
た
め
だ
け
に
新
潟
県

の
越
後
湯
沢
か
ら
苗
場
に
向
か

う
人
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ
で
も

な
ぜ
苗
場
に
行
く
の
か
。
や
っ

ぱ
り
、
ユ
ー
ミ
ン
に
元
気
を
も

ら
う
た
め
。
そ
し
て
、
元
気
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
頃
の
自
分
を

取
り
戻
す
た
め
か
も
し
れ
な

い
。

　

ユ
ー
ミ
ン
の
歌
で
い
ろ
ん

な
こ
と
を
思
い
出
す
。
友
人

達
、
恋
愛
、
失
恋
な
ど
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
蘇
る
。﹁
来
年

も
会
お
う
ね
﹂
の
ユ
ー
ミ
ン
の

言
葉
に
大
喝
采
。
そ
し
て
友
人

と
ふ
た
り
、﹁
私
た
ち
も
、
ユ

ー
ミ
ン
見
習
っ
た
ら
ま
だ
ま

だ
行
け
る
よ
ね
﹂
と
、
笑
顔
で

会
場
を
後
に
し
た
。

　
大
谷
由
里
子
＝
１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本

興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、

人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

﹁
笑
い
﹂
を
取
り
入
れ
た
人
材

育
成
が
話
題
に
。
著
書
に
﹁
元

気
セ
ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講
師
を

頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
︵
中
経
出

版
︶﹂
な
ど
多
数
。

﹁
ユ
ー
ミ
ン
の

ラ
イ
ブ
﹂

し
た
後
は
、
突
然
う
つ
状
態
に

陥
っ
た
り
と
、
い
わ
ゆ
る
情
緒

不
安
定
な
状
態
へ
と
発
展
し
ま

す
。
家
族
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言

動
が
気
に
障
り
や
す
く
な
り
、

異
な
る
意
見
や
行
動
を
受
け
入

れ
る
心
の
窓
口
が
狭
ま
り
、
不

必
要
な
オ
ー
バ
ー
・
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

あ
る
若
い
夫
婦
は
、
楽
し
い

海
外
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
次

の
朝
、
大
喧
嘩
に
な
り
、
夫
が

妻
を
殴
っ
て
怪
我
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
警
察
沙
汰

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼

は
殴
っ
た
理
由
を
全
く
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、﹁
勝
手
に

体
が
動
い
て
や
っ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
﹂
と
泣
き
な
が
ら
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
旅
行
中
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
る
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
沢
山
食
べ
て
い
た
の

で
す
。
か
な
り
高
級
な
レ
ス
ト

ラ
ン
で
あ
っ
て
も
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
と
称
し
て
サ
ラ
ダ
油
90

％
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
10
％
の

ブ
レ
ン
ド
・
オ
イ
ル
を
使
っ
て

い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま

す
。
旅
行
中
は
こ
の
サ
ラ
ダ
油

と
一
緒
に
、
お
酒
や
砂
糖
た
っ

ぷ
り
の
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
る
で

し
ょ
う
。
帰
宅
時
に
は
、
体
毒

総
量
は
上
が
り
脳
を
含
む
体
組

織
は
炎
症
で
カ
ッ
カ
し
て
い
る

は
ず
で
す
。
旅
行
中
は
気
が
張

っ
て
い
る
の
で
酷
い
喧
嘩
も
せ

ず
に
済
む
の
で
す
が
、
帰
宅
と

同
時
に
そ
れ
ま
で
の
緊
張
が
一

息
に
ほ
ど
け
た
所
で
、
大
喧
嘩

に
な
る
の
で
す
。
成
田
離
婚
の

原
因
も
こ
の
辺
に
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
18
日
、

冬
休
み
開
始
に
先
立
ち
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
検
査
キ
ッ
ト
を
市
内

す
べ
て
の
公
立
学
校
在
学
の
生

徒
に
送
る
方
針
を
示
し
た
。
今

月
28
日
の
登
校
再
開
に
あ
た
っ

て
は
、
陰
性
結
果
を
示
す
必
要

は
な
い
も
の
の
、
市
の
教
育
課

は
﹁
校
内
環
境
を
安
全
な
も
の

に
す
る
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
に
関
わ
ら
ず
検
査
キ

ッ
ト
使
用
を
強
く
勧
め
る
﹂
と

書
面
で
発
表
し
た
。キ
ャ
シ
ー
・

ホ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｙ
知
事
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
大
流
行
の
時
の
よ
う

な
感
染
爆
発
を
防
ぐ
こ
と
が
狙

い
だ
と
説
明
し
、
生
徒
の
感
染

者
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、
校
内
マ
ス
ク
着
用
義
務
解

除
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ
ト

公
立
学
校
か
ら
郵
送

mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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今
回
で
2
回
目
と
な
る
﹁
ロ

ッ
ク
・
オ
ン
・
ロ
ッ
ク
！
ア
イ

ス
シ
ョ
ー
﹂
が
2
月
16
日　

、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
コ
ー
チ

の
島
田
美
樹
さ
ん
と
そ
の
チ
ー

ム
に
よ
っ
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク
で

開
催
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

披
露
し
た
ス
ケ
ー
タ
ー
は
、
8

歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
シ
ン
グ
ル

ス
ケ
ー
タ
ー
、
ペ
ア
、
ア
イ
ス

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
シ
ン
ク
ロ
チ

ー
ム
を
含
む
総
勢
31
人
。ま
た
、

発
達
障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト

が
競
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
か
ら
の
競
技
者
も
参
加

し
た
。
当
日
は
天
候
も
氷
の
状

態
も
よ
く
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
中
の
シ
ョ
ー
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
ス
ケ
ー
タ
ー
、
コ

ー
チ
、
家
族
の
熱
気
も
高
ま

り
、
シ
ョ
ー
は
大
成
功
。
ス
ケ

ー
タ
ー
達
の
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
通
り
す
が
り
の
人
も
立
ち

止
ま
っ
て
行
く
ほ
ど
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
の
周
辺
は
シ
ョ
ー
を

観
覧
す
る
多
く
の
人
々
で
賑
わ

っ
た
。

　

マ
レ
ー
・
ヒ
ル
の
パ
ー
ク
街

沿
い
︵
34
〜
38
丁
目
︶
に
こ
の

ほ
ど
、
多
角
形
の
巨
大
な
動
物

た
ち
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
た(

１
面
に
記
事
︶
。
同
屋
外
の
公

共
芸
術
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
企
画
し
た
の
は
、
パ
ー
ク
街

の
遊
歩
道
を
管
理
す
る
パ
ト
ロ

ン
ズ
・
オ
ブ
・
パ
ー
ク
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
︵
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ａ
︶
で
、
作

品
は
フ
ラ
ン
ス
人
芸
術
家
の
イ

ド
リ
ス
・
Ｂ
が
製
作
し
た
。
パ

リ
出
身
の
イ
ド
リ
ス
は
、
幼
少

期
か
ら
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
っ

た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ

ー
ル
や
モ
ン
ク
レ
ー
ル
な
ど
高

級
ブ
ラ
ン
ド
店
舗
の
ウ
ィ
ン
ド

ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
手
が
け

る
一
方
、
折
り
紙
の
よ
う
な
多

角
形
の
動
物
像
の
作
品
で
知
ら

れ
る
。
Ｎ
Ｙ
で
の
初
の
出
展
に

関
し
イ
ド
リ
ス
は
﹁
世
界
で
最

も
美
し
い
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ

る
Ｎ
Ｙ
は
、
自
分
の
作
品
を
展

示
す
る
に
最
適
な
場
所
。
多
忙

な
街
だ
が
、
暖
か
い
家
族
的
な

環
境
で
も
あ
り
、
特
に
子
ど
も

た
ち
に
作
品
を
楽
し
ん
も
ら
い

た
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。 

展

示
は
２
０
２
３
年
２
月
ま
で
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶

は
12
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本

キ
リ
バ
ス
協
会
・
代
表
理
事
の

ケ
ン
タ
ロ
・
オ
ノ
さ
ん
を
迎
え
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
﹁
キ
リ
バ
ス
共
和

国
環
境
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し

た
。

　

オ
ノ
さ
ん
は
１
９
７
７
年
仙

台
市
生
ま
れ
。
高
校
1
年
の
時

に
、
太
平
洋
の
真
ん
中
に
位
置

し
３
つ
の
諸
島
か
ら
な
る
キ
リ

バ
ス
共
和
国
に
単
身
留
学
し
、

２
０
０
０
年
に
日
本
人
と
し
て

初
め
て
キ
リ
バ
ス
に
帰
化
。
会

社
を
経
営
し
な
が
ら
、
03
年
に

は
同
国
の
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大
統

領
私
設
政
策
補
佐
を
務
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
仙
台
に
戻
り
、

全
国
の
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
キ
リ
バ
ス
に
つ
い
て
や
地
球

温
暖
化
、
気
候
変
動
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
、

SD
G

s

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
初
等
部
の
生

徒
を
対
象
に
、
た
く
さ
ん
の
ス

ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
分
か
り

や
す
い
言
葉
で
、
し
か
し
と
て

も
力
強
い
口
調
で
﹁
こ
の
ま
ま

の
状
態
で
気
候
変
動
や
地
球
温

暖
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
ら

２
０
５
０
年
に
は
、
キ
リ
バ
ス

の
首
都
タ
ラ
ワ
の
80
％
は
海
に

沈
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
﹂
と
子
ど
も
達
に
訴
え
か
け

た
。
そ
し
て
キ
リ
バ
ス
と
い
う

国
を
通
し
て
地
球
温
暖
化
が
な

ぜ
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
一

体
地
球
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明

し
た
。﹁
絶
対
に
忘
れ
な
い
で

欲
し
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
キ

リ
バ
ス
、
そ
し
て
世
界
は
海
と

空
気
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
﹂
と
オ
ノ
さ
ん
。
ま

た
﹁
地
球
を
大
切
に
す
れ
ば
、

地
球
は
必
ず
応
え
て
く
れ
る
﹂

そ
の
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
一
人
一
人
が
自

分
で
考
え
、
調
べ
、
そ
し
て
何

よ
り
大
切
な
の
は
ま
ず
出
来
る

こ
と
か
ら
行
動
を
始
め
る
こ
と

だ
と
結
ん
だ
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
子
ど
も

達
は
﹁
も
っ
と
リ
サ
イ
ク
ル
を

し
た
い
﹂﹁
食
べ
物
は
絶
対
に

残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
﹂﹁
庭

に
木
を
植
え
る
﹂﹁
ガ
ソ
リ
ン

じ
ゃ
な
く
て
電
気
の
車
を
使

う
﹂﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
わ

な
い
よ
う
に
す
る
﹂
な
ど
、
自

分
達
に
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て

活
発
に
発
言
し
た
。

キ
リ
バ
ス
共
和
国

環
境
セ
ミ
ナ
ー

NY補習授業校LI校初等部の生徒対象に

パ
ー
ク
街
が

ま
る
で
動
物
園

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
で

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー

楽しい
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 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.
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NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
!!
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NYコミュニティに登録すると、全７回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

● 第2回（3/17木曜・米国東部時間午後7時〜）　

 「アクティブアダルトライフの実現に向けたセミナー」
 日本帰国、日本の介護・医療、終活、資産形成、税金/年金対策、

 健康的な生活、などについて、奇数月にテーマを決めて

 ワークショップ・セミナーを行います。

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

2022 年（令和 4 年）2 月 26 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［文化・芸能］　　(20  )

 EVENT　 
■オフブロードウエーウィーク＝
2/27 ま で　1 枚 の 値 段 で 2 枚 の
チケットが購入できる年に 1 度の
チャンス。「ストンプ」や「ブルー
マン」、オフに移った「ジャージー
ボーイズ」のほか、ウエストビレッ
ジのプレイヤーズ劇場で毎週月
曜に行われているマジックショー

「マンデー・ナイトマジック」な
ど、18 のショーが参加。詳細は
https://www.nycgo.com
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー「Jeff 
Leatham's Kaleidoscope 」 ＝
2 /26 〜 5 /1　The  New York 
Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植 物 園 で
毎春恒例のラン展。今年はパリ・
フォーシーズンズホテルの芸術監
督でフラワーデザイナーのジェ
フ・リータムによるカラフルな作
品が展示される。万華鏡のような
花と光のトンネルは一見の価値あ
り。入場料：一般 $30、学生・シ
ニア $28、2 〜 12 歳 $15、2 歳以
下は無料。詳細は www.nybg.org/

ONLINE CLASS/SEMINAR
■日本クラブ主催ウェビナー「企
業向け AI 導入のメリットと進め
方」＝ 2/28　14:00　シスコム・
グローバル・ソリューションズと
ソフトバンクが経営層向けに、一
般企業向けの AI の進め方、導入
に向けてのアドバイス、実際の導
入事例などを交えて AI 導入にお
けるポイントなどを説明する。対
象は米国で事業を行う日系企業の
経営責任者、事業戦略担当者、IT
部門担当者。参加費無料だが要事

前登録。
詳細は https://www.nipponclub.org
■リロリダック主催ウェビナー

「アメリカ滞在中の今、これから
の仕事やキャリアについて考え
る」＝ 3/3　10:00　アメリカ滞在
中にやっておくべきこと、アメリ
カでの就労について、駐在妻体験
談、サービス紹介、質疑応答・ディ
スカッションなどを専門家が説明
する駐在帯同家族のためのウェビ
ナー。定員 200 人。参加費無料だ
が要事前登録。
申 し 込 み は https://us06web.
zoom.us/webinar/register/WN_
WFZblwblQRevIHWeMOKV1w
 

MUSIC
■ミュージック・フロム・ジャ
パ ン 2022 年 音 楽 祭 ＝ 3/5・
6　Scandinavia House（58 Park 
Avenue）日本の音楽文化を世界に
広めるイベント。1 日目は「最近
の日本の音 II」、2 日目は池内友次
郎とその門下」と題したコンサー
ト。そのほか講演会やフォーラム
も開催。入場料：一般 $25 （当日
券 $30）、学生・シニア $20　チケッ
ト・詳細はウェブサイト mfj2022.
eventbrite.com
■ピンクラグーン ( リノ & サカイ )
パフォーマンス＝３月５日（土）
19:45、（場所：ウクハット 36-01 
36th Avenue Long Island City NY 
11106）料金 :  $20　春を感じる
花をテーマにした曲をはじめ、日
本・アメリカの民謡、鬼滅の刃の

「紅蓮華」、オリジナルソングをウ
クレレと三線・歌で届ける。申し
込みは電話 347-458-3031

THEATRE/DANCE
■オンライン日本映画祭 2022 ＝
2/27 まで　世界 25 か国を対象に
した同映画祭、アメリカでは全
20 作品のうち 16 作品が視聴でき
る。『あのこは貴族』や『サマー
フィルムにのって』などの新作、

『相撲道 ~ サムライを継ぐ者たち
~』などのドキュメンタリー、ア
ニメーションでは吉浦康裕監督が

手掛けた『イヴの時間 劇場版』な
ど。期間中は監督やキャストを招
いたインタビュートーク、イベン
トも企画される。視聴料無料だが
要ユーザー登録。
詳 細 は https://jff.jpf.go.jp/watch/
jffonline2022/
■ジャパン・ソサエティー（JS）
月例映画上映会「マンスリークラ
シック」＝ 3/4　19:00　JS（333 
E 47th St.）日本映画を代表するク
ラシック作品、レア作品や再発掘
作品などを紹介する月に一度の映
画上映会。3 月は、松島ナミの壮
絶な権力への復讐を描いた「女囚
さそり　第41雑居房」を上映する。
入場料：一般 $15、学生・シニア
$12、会員 $5。
詳細は https://www.japansociety.org

ART
　

■棟方志功展覧会「板極道」＝
3/20 ま で　Japan Society（333 
E47th St.）米国最大の棟方コレク
ションである JS の貴重品を元に
構成。木版画、書道、水彩画、リ
トグラフや陶芸など、100 点以上
の所蔵作品を紹介する。入場料 :
一般 $12、シニア・学生 $10。
詳 細 は https://www.japansociety.
org/
■若手日本画家グループ展「A 
New Wind 〜 Tradi t ions and 
Innovations 〜 」 ＝ 3/26 ま で　
Sato Sakura Gallery（501 W 20th 
St.）現代日本画を代表する若手日
本画家のグループ展。出品作家は、
大河原典子、幸田史香、染谷香理、
野地美樹子、武蔵原裕二、山浦め
ぐみの６人。入場無料。
詳 細 は h t t p s : / / w w w .
satosakuragallery.com
■ ア ン デ ィ ー・ ウ ォ ー ホ ル
展「Revelation」 ＝ 6/19 ま で　
Brooklyn Museum（200 Eastern 
Parkway） ポ ッ プ ア ー ト を 代 表
するアーティスト、アンディー・
ウォーホルの特別展。入場料：一
般 $25、学生・シニア $16、4 〜
12 歳 $10、3 歳以下・会員無料。
詳 細 は h t t p s : / / w w w .
brooklynmuseum.org/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部
を
置

く
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ズ
協
会

は
４
月
２
日
︵
土
︶、3
日
︵
日
︶

の
両
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
パ
ビ
リ
オ
ン

︵
西
18
丁
目
１
２
５
番
地
︶
で 

Ｍ
ｏ
Ｃ
Ｃ
Ａ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。

　

同
祭
は
世
界
中
か
ら
５
０
０

人
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参

加
し
、
ア
ニ
メ
や
漫
画
、
イ
ラ

ス
ト
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
、
作
家
の
講
演
会
や
サ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
や
広
告
、
関
連
グ

ッ
ズ
で
イ
ベ
ン
ト
を
カ
ラ
フ
ル

に
飾
る
の
は
、
過
去
に
出
展
歴

の
あ
る
ヤ
デ
ィ
・
リ
ウ
氏
。
同

協
会
取
締
役
の
ア
ネ
ル
・
ミ
ラ

ー
さ
ん
は
﹁
彼
女
の
作
品
は
、

復
活
を
待
ち
望
む
私
た
ち
の
気

持
ち
を
見
事
に
表
現
し
て
い

る
﹂
と
話
す
。
開
催
時
間
は
２

日
が
午
前
11
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
、３
日
が
午
後
６
時
ま
で
。

入
場
料
は
１
日
18
ド
ル
、
両
日

25
ド
ル
。
入
場
に
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
証
明
書
が
必
要
。
詳
細
は

info@
society

illustrators.
org

　

３
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
人
気
の
若
手
俳
優
が
共
演

し
て
話
題
と
な
っ
た
映
画
が
３

作
登
場
。
波
瑠
と
成
田
凌
共
演

の
﹁
弥
生
、
三
月 -

君
を
愛
し

た
30
年-

﹂
は
脚
本
家
・
遊
川

和
彦
が
描
く
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ

ー
。
の
ん
と
林
遣
都
が
共
演
し

た
﹁
私
を
く
い
と
め
て
﹂
は
、

芥
川
賞
作
家
・
綿
矢
り
さ
の
小

説
を
実
写
映
画
化
し
た
ラ
ブ
コ

メ
デ
ィ
。
岩
田
剛
典
と
新
田
真

剣
佑
が
ダ
ブ
ル
主
演
し
た
衝
撃

の
サ
ス
ペ
ン
ス
﹁
名
も
無
き
世

界
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
﹂
も
放
映

す
る
。
ド
ラ
マ
は
、
天
海
祐
希

主
演
の
人
気
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ

﹁
緊
急
取
調
室
﹂
の
最
新
作
﹁
緊

急
取
調
室
特
別
招
集
２
０
２
２　

８
億
円
の
お
年
玉
﹂
が
ス
ペ
シ

ャ
ル
ド
ラ
マ
で
復
活
。
吉
岡
里

帆
と
笑
福
亭
鶴
瓶
が
父
娘
役
に

挑
み
、
親
離
れ
子
離
れ
の
顛
末

を
描
く
ホ
ー
ム
コ
メ
デ
ィ
ー

吉岡里帆と笑福亭鶴瓶が父娘役に挑むホームコメ
ディー「しずかちゃんとパパ」（写真・NHK)

3 月のテレビジャパン

「しずかちゃんとパパ」スタート

﹁
し
ず
か
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
﹂
が

ス
タ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
芦
田
愛

菜
が
主
演
を
務
め
る
感
動
の
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
﹁
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
カ
ッ
ト
﹂、
地
域
ド
ラ
マ

の
鹿
児
島
発﹁
こ
の
花
咲
く
や
﹂

と
大
分
発
﹁
君
の
足
音
に
恋
を

し
た
﹂、
松
本
穂
香
主
演
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ
マ
﹁
ペ
ッ
ト
に

ド
は
ま
り
し
て
、
会
社
辞
め
ま

し
た
﹂
を
放
送
す
る
。

　

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
視
聴
し

て
い
な
い
人
が
新
規
加
入
す
る

と
も
れ
な
く
25
ド
ル
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
特
典
申
請
期
間
は

３
月
31
日
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト https://tvjapan.

net/new
2021/

を
参
照
。

か
ら
の
解
放
に
つ
い
て
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
設

け
る
予
定
。
入
場
料
は
10
〜

50
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は
申
し
込
み
サ
イ
トhttps://

jp.crsny
.org/index.php/

event/20220312/

か

ら
、

ま
た
当
日
現
金
に
て
支
払
う
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
は
す
べ
て

仙
台
チ
ェ
ン
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
寄
付
さ
れ
る
。
同
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
音
楽
で
東
北
を
笑
顔

に
と
、
被
災
地
で
精
力
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｓ
と
天
理
文
化
協
会
は

３
月
12
日
︵
土
︶
午
後
７
時
か

ら
、第
16
回
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ズ
・

コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
﹁
フ
ォ

ー
カ
シ
ン
グ
・
オ
ン
・
ハ
ー

︵F
O

C
U

SIN
G

 O
N

 H
E

R
︶
﹂

を
天
理
文
化
協
会
︵
西
13
丁
目

43
Ａ
番
地
︶
で
共
催
す
る
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
11
年
を
記
念

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
３
曲
の

ソ
ロ
曲
と
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
即

興
演
奏
で
構
成
す
る
。
ト
ラ
ウ

マ
を
抱
え
た
り
耐
え
て
き
た
女

性
た
ち
へ
向
け
、
祈
り
と
心
を

寄
せ
て
そ
の
想
い
を
音
楽
で
表

現
す
る
。

　

出
演
は
ア
ミ
サ
・
キ
ダ
ン
ビ

︵
イ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
、
声

楽
／
サ
ッ
ク
ス
︶、
木
村
伶
香

能
︵
日
本
、
三
味
線
︶、
ガ
ミ

ン
︵
韓
国
、
セ
ン
フ
ァ
ン
︶
の

３
人
の
女
性
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
。
ま
た
、
キ
ダ
ン
ビ
、
佐
藤

容
子
、
ヨ
ー
ン
・
ジ
ー
・
リ
ー

ら
女
性
作
曲
家
に
よ
る
即
興
演

奏
も
披
露
さ
れ
る
。
公
演
後
は

女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
負
っ
た

ト
ラ
ウ
マ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

女性のトラウマからの
解放を表現する音楽会

天理文化協会で３月 12 日

イラストレーターズ協会　４月にアート展を開催
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